
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
一
七
）

た
有
限
会
社
と
、
そ
の
派
生
形
態
と
し
て
有
限
会
社
を
無
限
責
任

出
資
者
と
す
る
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

が
同
族
企
業
に
よ

り
多
用
さ
れ
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で

は
同
族
企
業
お
よ
び
公
益
財
団
統
治
に
関
す
る
研
究
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
最
も
盛
ん
な
国
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
の

経
験
は
日
本
に
お
け
る
同
族
企
業
設
立
の
公
益
財
団
統
治
に
注
目

す
べ
き
点
が
多
い
。

今
日
ド
イ
ツ
は
公
益
財
団
の
設
立
ブ
ー
ム
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
設
立
済
み
の
全
財
団
の
九
五
％
が
公
益
財
団
で
あ
る
こ
と

本
稿
の
目
的
と
意
義

ド
イ
ツ
の
同
族
大
企
業
は
い
か
に
公
益
財
団
の
設
立
に
よ
り
、

社
会
的
責
任
実
践
と
同
時
に
企
業
の
永
続
性
確
保
と
同
族
企
業
固

有
の
統
治
問
題
解
決
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
本
稿
は

二
社
の
著
名
な
事
例
の
批
判
的
比
較
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
の
同

族
企
業
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ド
イ
ツ
は
日
米
欧
先
進
工
業
諸
国
の
中
で
も
大
規
模
の
同
族
企

業
が
最
も
多
い
国
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
で
は
廃
止
さ
れ

ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構

─
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
と
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
（
１
）

─吉　
　

森　
　
　
　
　

賢

研
究
ノ
ー
ト
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
一
八
）

Ⅰ 　

同
族
企
業
、
支
配
、
大
企
業
、
経
営
、
統

治
機
構
の
定
義

本
稿
に
お
け
る
「
同
族
企
業
」
と
は
創
業
者
お
よ
び
そ
の
子
孫

が
支
配
す
る
企
業
と
定
義
す
る
。

「
支
配
」
と
は
バ
ー
リ
と
ミ
ー
ン
ズ
の
定
義
に
基
づ
き
以
下
定

義
の
阻
止
少
数
議
決
権
を
加
え
「
過
半
数
議
決
権
ま
た
は
阻
止
少

数
議
決
権
に
よ
る
法
的
権
利
、
ま
た
は
何
ら
か
の
影
響
力
行
使
に

よ
り
、
過
半
数
の
取
締
役
会
役
員
を
選
任
す
る
権
限
」
と
す
る
（
７
）
。

ま
た
は
企
業
の
執
行
役
会V

orstand

ま
た
は
監
査
役
会

A
ufsichtsrat

お
よ
び
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
機
関
に
創
業
者
同
族

が
最
低
一
人
存
在
す
る
企
業
と
定
義
す
る
（
８
）
。「
阻
止
少
数
議
決
権
」

S
perrm

inorität （９
）
と
は
持
分
比
率
が
二
五
％
以
上
（
二
五
％
＋
一

持
分
）
に
対
応
す
る
議
決
権
で
あ
り
、
出
資
者
（
株
主
）
総
会
に

お
い
て
七
五
％
以
上
の
賛
成
票
を
要
す
る
特
別
決
議
を
阻
止
す
る

た
め
に
必
要
な
最
低
持
分
ま
た
は
持
株
を
意
味
す
る
。
特
別
決
議

の
対
象
事
項
は
定
款
変
更
、
増
減
資
、
清
算
な
ど
で
あ
る
が
と
り

わ
け
敵
対
的
買
収
に
お
け
る
会
社
支
配
権
の
変
更
で
あ
る
。

「
大
企
業
」
と
は
上
場
、
非
上
場
に
関
わ
ら
ず
売
上
高
な
い
し

付
加
価
値
創
出
額
に
お
い
て
ド
イ
ツ
独
占
委
員
会
公
表
（
10
）
に
よ
る
ド

に
現
れ
て
い
る
（
２
）
。
ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
の
推
計
に
よ
れ
ば
二
〇
一
〇

年
の
み
で
二
〇
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
相
当
の
遺
産
相
続
が
生
じ
た
と
さ

れ
る
（
３
）
。
〇
七
年
時
点
で
は
向
後
五
年
間
ド
イ
ツ
で
生
じ
る
相
続
遺

産
の
総
額
は
一
兆
ユ
ー
ロ
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
は
第
二
次

大
戦
後
に
誕
生
し
た
多
く
の
企
業
に
お
け
る
急
速
な
世
代
交
代
で

あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
復
興
期
に
形
成
さ
れ
た
巨
額
の
個
人
、
会
社

資
産
と
九
一
年
の
ド
イ
ツ
再
統
一
に
よ
り
旧
東
ド
イ
ツ
に
お
い
て

国
有
化
さ
れ
た
土
地
が
所
有
者
に
返
還
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
と
さ

れ
る
（
４
）
。

ド
イ
ツ
で
は
二
〇
〇
〇
年
財
団
促
進
法
が
成
立
し
、
財
団
法
現

代
化
法
が
〇
二
年
七
月
成
立
、
九
月
実
施
さ
れ
一
九
〇
〇
年
以
来

初
め
て
財
団
に
関
す
る
民
法
の
規
定
八
〇
条
─
八
八
条
が
改
正
さ

れ
た
（
５
）
。
同
時
に
相
続
税
法
、
租
税
通
則
法
上
の
優
遇
措
置
が
実
施

さ
れ
る
に
至
り
、
公
益
財
団
の
設
立
は
急
増
し
た
。
そ
の
結
果
〇
七

年
に
お
い
て
公
益
を
目
的
と
し
な
い
同
族
財
団
を
除
く
企
業
を
設

立
母
体
と
す
る
公
益
財
団
は
九
〇
二
に
達
し
た
（
６
）
。
今
日
で
は

一
、〇
〇
〇
を
超
え
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
一
九
）

Ⅱ　

民
法
財
団
と
代
替
財
団

ド
イ
ツ
に
お
け
る
財
団
は
法
人
格
の
有
無
に
よ
り
民
法
財
団
と

代
替
財
団
の
二
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
民
法
と

各
連
邦
州
固
有
の
財
団
法
（
11
）
に
よ
る
財
団
は
法
人
格
を
有
す
る
の
で

民
法
財
団
、
法
権
力
を
有
す
る
財
団
、
独
立
財
団
と
称
す
る
（
以

下
「
民
法
財
団
（
12
）
」）。
後
述
事
例
の
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
は
民
法
公

益
財
団
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
日
本
に
は
な
い
類
型
で
「
代
替
形
態
」
財
団

（E
rsatzform

en

、
以
下
「
代
替
財
団
」）
で
あ
る
。
こ
れ
は
財
団

と
し
て
の
法
人
格
を
有
せ
ず
、
法
権
力
の
無
い
財
団
、
非
独
立
財

団
と
も
称
す
る
（
13
）
。
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社
は
有
限
会
社
法

が
適
用
さ
れ
る
公
益
財
団
な
の
で
代
替
財
団
の
一
種
で
あ
る
。
同

様
に
ボ
ッ
シ
ュ
工
業
信
託
合
資
会
社
も
信
託
会
社
が
実
質
的
財
団

で
あ
る
代
替
財
団
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

１　

民
法
財
団　

S
tiftung des B

ürgerlichen R
echts

民
法
八
一
条
一
項
を
満
た
し
た
財
団
は
権
利
能
力
、
す
な
わ
ち

権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
得
る
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
る
（
八
〇

イ
ツ
最
大
一
〇
〇
社
に
あ
る
企
業
で
あ
る
。

本
稿
事
例
の
ボ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
ク
ル
ッ
プ
両
社
は
公
益
財
団
設

立
時
に
お
い
て
以
上
の
条
件
を
満
た
し
て
い
た
。
ボ
ッ
シ
ュ
社
は

創
業
者
が
公
益
財
団
設
立
を
長
期
的
目
的
と
し
て
一
九
三
七
年
株

式
会
社
を
有
限
会
社
に
改
組
し
、
こ
れ
を
自
ら
完
全
所
有
し
た
。

ク
ル
ッ
プ
社
は
一
九
六
八
年
の
財
団
設
立
直
前
ま
で
は
五
代
目
相

続
人
ア
ル
フ
リ
ー
ト
が
単
独
完
全
所
有
者
お
よ
び
最
高
経
営
責
任

者
で
あ
る
個
人
会
社
で
あ
っ
た
。

「
経
営
」
と
は
「
人
的
、
財
務
的
、
物
理
的
経
営
資
源
の
最
適

活
用
に
よ
り
企
業
価
値
の
向
上
を
持
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
」
と

定
義
す
る
。

「
統
治
機
構
」
と
は
公
益
財
団
に
お
け
る
業
務
執
行
機
関
に
対

す
る
監
督
機
関
に
よ
る
監
督
の
実
効
性
、
お
よ
び
公
益
財
団
と
設

立
会
社
と
の
利
益
相
反
関
係
の
可
能
性
排
除
、
を
確
保
す
る
組
織

と
規
則
を
意
味
す
る
。

有
限
会
社
、
合
資
会
社
な
ど
の
人
的
会
社
の
持
分
所
有
者
は
法

的
用
語
と
し
て
は
「
社
員
」
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
誤
解

を
避
け
る
た
め
に
す
べ
て
「
出
資
者
」
と
し
た
。

八
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
二
〇
）

①　

財
団
目
的　

S
tiftungszw

eck

財
団
創
立
者
に
よ
る
確
定
的
目
的
は
財
団
認
定
申
請
書

S
tiftungsgeschäft

と
し
て
文
書
化
さ
れ
、
定
款S

atzung

に

明
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
目
的
の
遂
行
は
財
団
の
義
務

で
あ
り
、
そ
の
変
更
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。

②　

財
団
財
産　

S
tiftungsverm

ögen

上
記
目
的
の
実
現
の
た
め
の
恒
常
的
財
産
で
あ
り
、
一
定
の

価
値
が
常
に
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
財
産
は
土
地
、
建
物
、

現
金
、
有
価
証
券
、
債
権
な
ど
で
あ
る
。
財
団
活
動
に
は
こ
れ

ら
か
ら
の
運
用
収
益
が
使
用
さ
れ
る
。
最
低
財
産
額
は
連
邦
各

連
邦
州
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
。

③　

財
団
組
織　

S
tiftungsorganisation

財
団
の
名
称
、
所
在
地
、
財
団
の
法
的
代
表
者
と
し
て
の
執

行
役
会
代
表
者
の
名
前
と
、
財
団
目
的
実
現
の
た
め
の
す
べ
て

の
規
則
、
統
治
組
織
が
明
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
執
行
役
会

を
監
督
す
る
監
査
役
会
な
い
し
こ
れ
に
相
当
す
る
機
関
が
規
定

さ
れ
て
な
い
理
由
は
、
財
団
が
既
述
の
各
連
邦
州
の
公
的
監
督

機
関
に
よ
る
監
督S

tiftungsaufsicht

の
下
に
お
か
れ
る
た

条
二
項
）。
他
の
株
式
会
社
な
ど
の
法
人
や
社
団
な
ど
と
は
異
な

り
出
資
者
も
会
員
も
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
支
配

下
に
な
く
、
そ
れ
自
身
の
た
め
に
存
在
す
る
自
己
所
有
の
法
人
と

い
う
意
味
で
「
独
立
」（selbstständig

）
な
る
形
容
詞
が
付
加

さ
れ
る
。

設
立
認
定
と
監
督
は
各
連
邦
州
の
公
的
監
督
機
関
の
権
限
で
あ

り
、
財
団
法
は
財
団
の
認
定
と
監
督
に
関
す
る
詳
細
を
規
定
す
る
。

公
的
監
督
機
関
の
権
限
は
認
可
お
よ
び
監
督
を
含
め
か
な
り
厳

格
で
あ
る
。
以
下
に
他
の
主
要
権
限
を
示
す
（
14
）
：

①　

定
款
変
更
お
よ
び
財
団
の
特
定
の
法
的
行
為
の
承
認

②　

財
団
機
関
の
役
員
の
解
任
、
損
害
賠
償
請
求

③ 　

財
団
機
関
に
よ
る
措
置
に
対
す
る
取
消
、
指
示
、
苦
情
、

代
替
措
置
の
勧
告

④　

財
団
に
対
す
る
罰
金
処
分
と
そ
の
額
の
決
定

連
邦
州
の
財
団
法
間
に
は
認
定
の
基
準
や
監
督
の
方
法
に
は
か

な
り
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
そ
の
統
合
が
進
み
つ
つ
あ
る
（
15
）
。

財
団
の
定
義
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
法
的
意
味
と
し
て
の
民

法
八
〇
条
と
八
一
条
一
項
の
以
下
が
中
核
概
念
と
さ
れ
る
（
16
）
：
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
二
一
）

る
監
督
が
公
的
監
督
機
関
に
よ
り
常
時
実
施
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
創
立
者
の
意
思
に
よ
る
公
益
財
団
の
存
続
と
運
営
が
公

平
な
第
三
者
と
し
て
の
公
的
監
督
機
関
に
よ
り
保
証
さ
れ
る
。

④　

創
立
者
近
親
者
に
よ
る
財
団
収
入
の
利
用

こ
れ
は
同
族
企
業
を
対
象
と
し
た
興
味
あ
る
規
定
で
あ
る
。

租
税
通
則
法
五
八
条
五
項
に
よ
り
公
益
財
団
の
創
立
者
お
よ
び

そ
の
近
親
者
は
財
団
収
入
の
三
分
の
一
を
限
度
と
し
て
こ
れ
に

よ
る
適
切
な
（inangem

essener W
eise

）
生
活
水
準
の
維
持
、

墓
石
の
保
全
、
追
悼
行
事
の
た
め
に
使
用
で
き
る
。

●　

限
界

そ
の
限
界
は
下
記
の
代
替
財
団
の
利
点
が
得
ら
れ
な
い
点
に

あ
る
。

２　

代
替
財
団　

E
rsatzform

en

ド
イ
ツ
の
財
団
の
法
的
形
態
は
極
め
て
柔
軟
で
あ
り
、
か
つ
既

述
の
民
法
財
団
三
要
件
で
あ
る
財
団
目
的
、
財
団
財
産
、
財
団
に

類
似
す
る
内
部
機
関
、
を
具
備
す
る
限
り
、
ほ
と
ん
ど
の
法
人
形

態
が
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
例
え
ば
財
団
を

め
と
考
え
ら
れ
る
。

創
立
者
に
と
り
民
法
財
団
の
利
点
と
限
界
は
以
下
に
あ
る
：

●　

利
点

①　

同
族
財
産
の
永
続
化

同
族
財
産
が
無
期
限
に
存
続
し
、
そ
の
財
産
価
値
は
維
持
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
創
立
者
の
同
族
な
い
し
他
の
利
害
関
係
者

に
よ
る
財
団
財
産
の
相
続
な
ど
に
よ
る
分
与
、
ま
た
は
流
用
に

よ
る
散
逸
は
あ
り
得
な
い
。

②　

創
立
者
意
思
の
確
実
な
実
現

創
立
者
の
意
思
と
目
的
が
定
款
に
よ
り
明
示
、
確
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
改
変
は
公
的
監
督
機
関
の
同
意
を
必
要
と
し
、
原

則
と
し
て
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
ま
た
財
団
の
解
散
も
資
金
不

足
に
よ
る
破
綻
な
ど
重
大
な
事
由
の
場
合
以
外
は
認
め
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
創
立
者
の
意
思
・
目
的
が
生
前
お
よ
び
死
後

に
お
い
て
も
確
実
に
実
現
さ
れ
得
る
。

③　

公
的
監
督
機
関
に
よ
る
公
平
な
監
督

定
款
の
順
守
お
よ
び
こ
れ
を
確
実
に
す
る
財
団
組
織
に
対
す

八
八



政
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四
十
八
巻
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二
号
（
二
〇
一
一
年
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月
）

（
二
二
二
）

●　

利
点

①　

迅
速
・
簡
単
な
設
立

民
法
財
団
で
な
い
の
で
公
的
監
督
機
関
に
よ
る
認
定
手
続
き

が
不
要
で
あ
り
迅
速
な
設
立
が
可
能
で
あ
る
。

②　

公
的
監
督
機
関
に
よ
る
監
督
の
不
適
用

民
法
財
団
で
な
い
の
で
公
的
監
督
機
関
に
よ
る
監
督
が
な
い
。

③　

定
款
変
更
が
容
易

定
款
変
更
は
出
資
者
総
会
に
よ
り
可
能
で
あ
り
、
公
的
監
督

機
関
に
よ
る
承
認
も
不
要
で
あ
る
。
こ
の
利
点
は
長
期
間
に
わ

た
り
存
続
す
る
公
益
財
団
が
時
代
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た

め
特
に
重
要
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
財
団
の
事
例
が
こ

れ
を
示
す
。

④　

資
本
金
の
変
更
お
よ
び
解
散
が
容
易

財
団
財
産
と
し
て
の
資
本
金
の
増
減
も
自
由
で
あ
り
、
財
団

の
解
散
も
容
易
で
あ
る
。

無
限
責
任
出
資
者
と
す
る
合
資
会
社S

tiftung &
 C

o. K
G

も
合

法
的
な
法
的
形
態
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
少
数
で
あ
る
が
大
規
模

同
族
企
業
が
採
用
し
、
そ
の
利
点
は
同
族
に
よ
る
財
団
へ
の
影
響

力
行
使
と
、
共
同
決
定
法
の
非
適
用
と
さ
れ
る
（
17
）
。

代
替
財
団
は
民
法
の
「
代
替
」（E

rsatz

）
と
し
て
民
法
以
外

の
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
財
団
で
あ
る
。
た
と
え
ば
既
述
の
ボ
ッ

シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社
の
よ
う
に
有
限
会
社
、
あ
る
い
は
株
式

会
社
（
18
）
、
信
託
（
19
）
、
登
記
社
団
（
20
）
な
ど
も
公
益
（gem

einnützig

）
な
る

形
容
詞
が
常
に
表
記
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
公
益
財
団
と
な
り

得
る
。

代
替
財
団
は
い
わ
ば
貝
の
一
種
で
あ
る
宿
借
り
の
如
く
外
殻
は

こ
れ
ら
の
法
的
形
態
で
あ
る
が
中
身
は
公
益
財
団
で
あ
る
。
代
替

財
団
に
は
各
外
殻
で
あ
る
法
的
形
態
に
対
応
す
る
株
式
法
（
日
本

の
会
社
法
に
相
当
）、
信
託
法
な
ど
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
代
替
財
団
もS

tiftung

な
る
形
態
を
社
号
に
併
記
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
（
21
）
。

代
替
公
益
財
団
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
民
法
財
団
に
は
な
い

様
々
な
利
点
に
よ
り
広
く
普
及
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
公
益
財
団

の
利
点
と
限
界
を
以
下
に
示
す
（
22
）
：

八
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
二
三
）

る
。
適
格
性
基
準
で
あ
る
公
益
目
的
が
租
税
通
則
法
の
上
記
条
項

に
よ
り
科
学
、
研
究
、
芸
術
、
教
育
、
医
療
な
ど
二
五
項
目
に
わ

た
り
具
体
的
か
つ
詳
細
に
例
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
租
税
優
遇
措
置
に
よ
り
約
九
五
％
の
企
業
設
立
に
よ
る
財

団
は
公
益
財
団
で
あ
る
（
24
）
。
こ
れ
に
対
し
て
私
益
財
団
（
25
）
は
個
別
同

族
、
個
別
企
業
な
ど
の
私
益
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

民
法
公
益
財
団
の
設
立
申
請
は
民
法
八
〇
─
八
一
条
に
基
づ
き

各
連
邦
州
の
監
督
行
政
庁
に
対
し
て
財
団
名
、
財
団
住
所
、
財
団

目
的
、
財
団
財
産
、
財
団
理
事
会
組
織
お
よ
び
定
款
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
財
団
認
定
申
請
書
（S

tiftungsgeschäft

）
提
出
に
よ
り

な
さ
れ
る
。

監
督
行
政
庁
に
よ
る
公
益
財
団
と
し
て
の
認
定
は
、
財
務
行
政

庁
に
よ
る
上
述
の
税
制
優
遇
措
置
の
適
格
性
基
準
を
満
た
す
こ
と

が
前
提
条
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
財
団
の
公
益
性
認
定
は
財
務

行
政
庁
が
実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
公
益
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
証

明
書
が
交
付
さ
れ
、
申
請
者
は
こ
れ
を
当
該
連
邦
州
の
税
制
優
遇

措
置
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
公
益
財
団
設
立
の
認
定
手
続
き
が

開
始
さ
れ
る
（
26
）
。

本
稿
は
ド
イ
ツ
大
同
族
企
業
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
下
記
の
「
企

⑤　

税
制
優
遇
措
置
の
利
用
可
能

公
益
財
団
と
し
て
民
法
公
益
財
団
と
同
一
の
税
制
優
遇
措
置

が
得
ら
れ
る
。

●　

限
界

そ
の
限
界
は
上
記
利
点
の
裏
面
で
あ
り
、
創
立
者
の
意
思
が

完
全
、
確
実
に
実
現
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
可
能
性
に
あ
る
（
23
）
。

ま
た
公
的
監
督
機
関
に
代
わ
る
財
団
活
動
に
対
す
る
統
治
機
関

が
設
置
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ　

公
益
財
団
と
私
益
財
団

上
記
の
民
法
財
団
も
代
替
財
団
も
公
益
活
動
に
専
従
す
る
限
り

公
益
財
団
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
関

わ
る
税
制
優
遇
措
置
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

１　

公
益
財
団　

G
em

einnützige S
tiftung

「
公
益
財
団
」
と
は
既
述
の
租
税
通
則
法
五
二
条
と
〇
七
年
実

施
の
改
正
租
税
通
則
法
に
よ
る
公
益
性
適
格
基
準
を
充
た
す
と
認

定
さ
れ
、
相
続
税
、
法
人
税
、
所
得
税
そ
の
他
様
々
な
租
税
の
免

除
・
軽
減
措
置
な
ど
の
税
制
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
る
財
団
で
あ

八
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（
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一
一
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月
）

（
二
二
四
）

設
立
会
社
か
ら
の
独
立
性
は
確
保
さ
れ
る
。

こ
の
典
型
的
事
例
は
後
述
の
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
公
益

有
限
会
社
で
あ
る
。

⑵　

企
業
支
配
型
公
益
財
団　

U
nternehm

ensträgerstiftung

こ
の
型
の
財
団
は
企
業
の
株
式
、
持
分
の
譲
渡
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
公
益
財
団
が
公
益
活
動
に
従
事
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
株
式
、
持
分
に
付
属
す
る
議
決
権
に
よ
り
設
立
会
社
を
支

配
お
よ
び
経
営
す
る
（
28
）
。

こ
の
事
例
は
後
述
の
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
で
あ
る
。

⑶　

公
益
財
団
会
社　

S
tiftungsunternehm

en

企
業
が
株
式
会
社
や
有
限
会
社
等
と
同
様
に
公
益
財
団
と
し

て
の
法
的
形
態
に
よ
り
経
営
さ
れ
る
場
合
こ
れ
を
公
益
財
団
会

社
と
称
す
る
。
日
本
で
は
存
在
し
な
い
法
的
形
態
で
あ
る
。

顕
微
鏡
そ
の
他
光
学
機
器
の
伝
統
的
企
業
ツ
ァ
イ
ス
と

シ
ョ
ッ
ト
の
二
社
を
擁
す
る
カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
財
団
は
そ
の

著
名
な
事
例
で
あ
る
。
両
社
は
〇
四
年
七
月
株
式
会
社
に
転
換

し
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
一
〇
〇
年
以
上
以
前
に
規
定
さ
れ

た
財
団
定
款
が
今
日
の
経
営
環
境
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
た
た

業
設
立
公
益
財
団
」
を
検
討
の
主
た
る
対
象
と
す
る
。

民
法
財
団
の
公
益
財
団
は
「
公
益
財
団
法
人
」、
代
替
財
団
の

公
益
財
団
は
有
限
会
社
の
場
合
は
「
財
団
有
限
会
社
」
と
す
べ
き

で
あ
る
が
、
煩
雑
な
の
で
一
般
的
名
称
と
し
て
は
い
ず
れ
も
公
益

財
団
と
表
記
す
る
。

企
業
公
益
財
団　

U
nternehm

ensnahe gem
einnützige 

Stiftung

「
企
業
公
益
財
団
」
と
は
営
利
企
業
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
公
益

財
団
で
あ
る
。
こ
の
型
の
公
益
財
団
は
次
の
三
種
に
分
類
さ
れ

る
：⑴　

資
本
保
有
型
公
益
財
団　

B
eteiligungsträgerstiftung

最
も
多
く
産
業
界
で
利
用
さ
れ
て
い
る
形
態
で
あ
る
。
公
益

財
団
は
設
立
会
社
の
株
式
、
持
分
も
一
部
ま
た
は
す
べ
て
を
基

本
財
産
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
27
）
。
公
益
財
団
は
こ
れ

ら
か
ら
持
分
、
株
式
に
対
す
る
配
当
収
益
に
よ
り
公
益
活
動
に

専
念
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
種
の
公
益
財
団
は
設
立
会
社
の

経
営
に
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
設
立
会
社
か
ら
も
そ
の

運
営
に
介
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
公
益
財
団
の

八
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
二
五
）

会
社
な
ど
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
有
限
会
社
の
場
合
は
後
述
す

る
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社R

obert B
osch S

tiftung 
G

m
bH

の
よ
う
にG

m
bH

、
ま
た
はG

m
bH

g

、gG
m

bH

、

G
m

bH
G

と
し
て
公
益
目
的gem

einnützlich

を
明
示
す
る
ｇ

ま
た
は
Ｇ
が
語
頭
ま
た
は
語
尾
に
表
示
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
に
は

こ
の
種
の
財
団
が
他
に
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
社
設
立
の

D
ietm

ar-H
opp-S

tiftung G
m

bH

な
ど
約
一
〇
〇
あ
る
と
さ

れ
る
（
31
）
。

⑵　

信
託
財
団　

T
reuhandstiftung, T

reuhänderische Stiftung

信
託
契
約
は
財
団
の
原
型
と
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
は
少
額
の
資

金
に
よ
る
公
益
財
団
の
形
態
と
し
て
利
用
さ
れ
、
三
万
五
千
か

ら
四
万
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
32
）
。
公
益
信
託
財
団
は
信

託
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
財
団
有
限
会
社
と
同
様
に
民
法
上
、

租
税
通
則
法
上
の
公
的
監
督
機
関
の
認
定
、
監
督
の
対
象
と
は

さ
れ
な
い
。
そ
の
事
例
は
ボ
ッ
シ
ュ
工
業
信
託
合
資
会
社
で
あ

る
。
こ
の
法
的
形
態
は
財
団
で
は
な
く
合
資
会
社
で
あ
る
が
、

そ
の
実
態
は
信
託
財
団
で
あ
り
、
私
益
財
団
で
も
あ
る
。
私
益

財
団
で
あ
る
根
拠
は
そ
の
設
立
が
後
述
す
る
よ
う
に
ボ
ッ
シ
ュ

同
族
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。

め
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
財
団
と
し
て
の
資
本
市
場
に
お
け
る

資
本
調
達
の
困
難
、
経
営
者
・
社
員
の
営
利
観
念
の
希
薄
、
企

業
利
益
の
軽
視
な
ど
が
要
因
と
さ
れ
る
（
29
）
。

公
益
財
団
と
し
て
の
社
会
貢
献
の
目
的
と
営
利
企
業
と
し
て

の
営
利
目
的
が
本
質
的
に
異
な
る
た
め
、
利
害
相
反
関
係
が
生

じ
た
こ
と
が
基
本
的
要
因
と
思
わ
れ
る
。
今
日
こ
の
種
の
財
団

は
合
資
会
社
と
の
複
合
形
態
で
少
な
く
も
三
社
が
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
利
点
が
少
く
、
設
立
も
困
難
と
さ
れ
る
（
30
）
。

民
法
公
益
財
団
と
代
替
公
益
財
団

以
上
述
べ
た
企
業
公
益
財
団
は
民
法
公
益
財
団
と
代
替
公
益
財

団
の
い
ず
れ
の
形
態
と
し
て
も
設
立
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
民

法
公
益
財
団
は
単
一
の
名
称
の
み
で
あ
る
が
、
代
替
公
益
財
団
の

場
合
は
設
立
母
体
の
法
的
形
態
に
対
応
す
る
複
数
の
財
団
名
が
あ

る
。
こ
れ
は
後
述
の
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社
と
同
工
業
信

託
合
資
会
社
の
二
種
の
代
替
公
益
財
団
形
態
を
理
解
す
る
た
め
に

必
要
な
の
で
以
下
に
特
記
す
る
：

⑴　

公
益
財
団
有
限
会
社　

S
tiftungs-G

m
bH

既
述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
公
益
財
団
に
は
有
限
会
社
、
株
式

八
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月
）

（
二
二
六
）

り
企
業
を
財
団
の
形
で
永
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

同
族
財
産
の
私
的
利
用

財
団
財
産
の
運
用
収
益
お
よ
び
新
規
寄
付
金
を
同
族
が
私
的

目
的
に
使
用
で
き
る
。
そ
の
使
途
は
定
款
に
明
記
さ
れ
る
が
例

え
ば
子
女
の
教
育
、
結
婚
・
出
産
、
経
済
的
困
難
、
親
族
墓
地

の
維
持
な
ど
に
際
し
て
の
経
済
的
支
援
で
あ
る
（
33
）
。

●　

限
界

以
上
の
よ
う
に
同
族
財
団
は
私
的
目
的
の
た
め
に
の
み
設
立

さ
れ
る
場
合
は
公
益
財
団
に
は
認
め
ら
れ
る
税
優
遇
措
置
が
得

ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
法
人
税
と
財
団
受
益
者
の
所
得
に
対
し

て
三
八
・
三
八
％
の
税
負
担
が
毎
年
生
じ
る
（
34
）
。
さ
ら
に
同
族
財

団
は
無
期
限
に
存
続
す
る
が
自
然
人
と
見
做
さ
れ
、
自
然
人
と

同
様
に
三
〇
年
を
世
代
交
代
時
期
と
し
て
毎
交
代
時
期
に
財
団

の
全
財
産
に
対
し
て
相
続
税
に
代
わ
る
相
続
代
替
税

（E
rbersatzsteuer

）
の
負
担
が
生
じ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
通

常
の
一
時
払
い
で
は
な
く
三
〇
年
間
の
分
割
払
い
が
可
能
で
あ

る
の
で
資
金
繰
り
へ
の
影
響
は
少
な
い
。
た
だ
し
年
率

五
・
五
％
の
金
利
支
払
い
が
発
生
す
る
（
35
）
。

２　

私
益
財
団　

P
rivatnützige S

tiftung
同
族
財
団F

am
ilienstiftung

も
既
述
の
公
益
条
件
を
満
た
せ

ば
公
益
財
団
に
な
り
得
る
が
、
私
益
財
団
の
代
表
的
例
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

い
ず
れ
の
場
合
で
も
こ
の
財
団
形
態
は
以
下
の
目
的
お
よ
び
利

点
を
有
す
る
：

●　

利
点

①　

同
族
財
産
の
維
持

最
大
の
利
点
お
よ
び
目
的
は
同
族
財
産
の
同
族
財
団
へ
の
一

括
移
転
に
よ
る
相
続
に
よ
る
分
割
防
止
と
永
続
化
に
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
同
族
財
団
の
財
産
が
同
族
の
相
続
権
か
ら
絶
縁
さ
れ
、

財
産
分
割
か
ら
完
全
に
保
護
さ
れ
る
。
同
族
財
団
の
成
員
に
は

財
団
の
解
散
権
、
持
分
・
株
式
を
含
む
財
団
財
産
の
第
三
者
へ

の
譲
渡
権
、
議
決
権
、
監
督
権
、
情
報
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

②　

同
族
に
よ
る
支
配
と
経
営
の
永
続
化

同
族
が
経
営
者
と
し
て
企
業
を
永
続
的
に
支
配
、
経
営
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
同
族
に
適
切
な
後
継
者
が
い
な
い
場
合
で
も

同
族
が
経
営
活
動
を
非
同
族
の
経
営
者
に
委
任
す
る
こ
と
に
よ

八
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
二
七
）

同
社
の
公
益
財
団
の
目
的
は
商
業
教
育
の
助
成
で
あ
り
、
若
年

者
を
対
象
と
す
る
ケ
ル
ン
大
学
商
学
研
究
所
な
ど
に
お
け
る
商
学

研
究
の
た
め
の
奨
学
金
授
与
な
ど
で
あ
る
。

同
社
二
重
財
団
の
利
点
と
限
界
は
以
下
に
要
約
で
き
よ
う
（
39
）
：

●　

利
点

①　

同
族
企
業
の
永
続
化

同
社
の
公
益
財
団
は
同
族
財
団
兼
事
業
会
社
の
九
五
％
の
持

分
を
保
有
し
こ
れ
に
対
応
す
る
配
当
収
入
に
よ
り
公
益
活
動
資

金
を
確
保
す
る
。
し
か
し
こ
の
持
分
の
議
決
権
は
五
％
な
の
で

事
業
会
社
で
あ
る
ト
リ
ポ
ス
有
限
会
社
へ
の
影
響
力
は
限
定
的

で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
同
族
財
団
が
事
業
会
社
に
保
有

す
る
持
分
は
五
％
と
僅
か
で
あ
る
が
、
そ
の
議
決
権
は
九
五
％

を
占
め
る
の
で
事
業
会
社
を
ほ
ぼ
完
全
に
支
配
で
き
る
。

公
益
財
団
設
立
に
よ
り
事
業
会
社
の
経
営
者
が
同
族
に
よ
り

継
承
さ
れ
る
と
さ
れ
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
創
業
者
あ
る
い
は
同

族
の
名
前
と
公
益
事
業
は
永
続
さ
れ
る
。

②　

公
益
財
団
と
同
族
財
団
の
独
立
性

こ
の
よ
う
に
二
重
財
団
の
特
質
は
目
的
の
異
な
る
公
益
財
団

し
か
し
二
重
財
団
で
は
な
く
、
単
独
の
同
族
財
団
が
公
益
財

団
と
し
て
活
動
し
、
認
定
さ
れ
る
こ
と
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場

合
は
租
税
通
則
法
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
る
。

３　

二
重
財
団　

D
oppelstiftung

こ
れ
は
既
述
の
公
益
財
団
形
態
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
独
立

し
た
形
態
で
あ
る
。
私
益
財
団
と
し
て
の
同
族
財
団
と
公
益
財
団

の
二
種
の
財
団
と
が
併
設
さ
れ
る
の
で
二
重
財
団
と
称
す
る
。
二

重
財
団
は
以
下
に
示
す
合
理
性
に
よ
り
今
後
大
き
く
発
展
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
（
36
）
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
五
〇
〇
か
ら
六
〇
〇
の
同

族
財
団
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
（
37
）
。
こ
の
数
字
は
単
独
の
同
族
財
団

お
よ
び
二
重
財
団
を
形
成
す
る
同
族
財
団
の
双
方
を
含
む
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

ボ
ッ
シ
ュ
社
の
二
重
財
団
は
変
形
型
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
理

解
し
や
す
い
純
粋
な
二
重
財
団
の
実
例
を
ト
リ
ポ
ス
有
限
会
社

T
riP

os G
m

bH

に
よ
り
説
明
す
る
（
38
）
。
同
社
は
ド
イ
ツ
最
大
の
格

安
家
具
連
鎖
店
を
経
営
す
る
同
族
企
業
で
あ
り
、
年
商
一
〇
億

ユ
ー
ロ
（
約
一
一
〇
〇
億
円
）、
ド
イ
ツ
全
国
に
八
五
点
の
拠
点

と
従
業
員
五
七
〇
〇
人
を
擁
す
る
。

八
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
二
八
）

と
同
族
財
団
が
組
織
的
に
ほ
ぼ
完
全
に
分
離
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
独
立
性
と
自
由
度
は
高
い
。

③　

事
業
会
社
の
支
配
と
経
営
権
の
維
持

同
族
財
団
に
よ
り
同
族
が
事
業
会
社
を
支
配
、
経
営
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
族
に
経
営
者
と
し
て
の
後
継
者
が
い
な
い
場

合
は
外
部
か
ら
の
経
営
者
を
採
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
場
合
同
族
は
そ
の
監
督
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
廃
業
な

い
し
売
却
な
ど
を
せ
ず
、
企
業
を
永
久
に
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
ま
た
子
孫
に
事
業
承
継
を
強
制
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
人
生
設
計
の
自
由
な
選
択
を
尊
重
で
き
る
。

④　

節
税

同
族
の
企
業
資
産
の
大
部
分
が
公
益
財
団
に
譲
渡
さ
れ
る
結

果
、
同
族
財
団
の
み
を
設
立
す
る
場
合
に
比
較
し
て
相
続
税
、

贈
与
税
そ
の
他
の
節
税
効
果
が
既
述
の
租
税
通
則
法
に
よ
る
優

遇
措
置
に
よ
り
向
上
す
る
。

⑤　

同
族
の
生
活
基
盤

同
族
財
団
に
よ
り
同
族
の
生
計
が
保
障
さ
れ
る
が
、
既
述
の

資料： Organigramm der Gemeinnützigen Peter Pohlmann Stiftung in Die Stiftung, 
Sonderausgabe: Familienunternehmen und Stiftung, März 2010, pp.76-77 に基づき作成

図表 １
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
二
九
）

の
他
の
教
育
機
関
へ
の
研
究
助
成
で
あ
る
が
、
資
金
提
供
企
業
の

事
業
に
関
連
す
る
課
題
が
多
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
他
後
継
者
教
育
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
児
童
へ
の
企
業
に
関
す
る
教
育
な
ど
が
主

要
助
成
対
象
で
あ
る
。
従
業
員
福
利
厚
生
に
関
し
て
は
幼
児
園
の

建
設
、
従
業
員
の
動
機
付
け
向
上
対
策
、
社
内
余
暇
活
動
へ
の
支

援
な
ど
で
あ
る
（
40
）
。

複
数
回
答
に
よ
り
圧
倒
的
多
数
の
回
答
者
七
一
％
に
と
り
財
団

設
立
の
最
大
の
動
機
は
長
期
に
わ
た
り
創
立
者
の
基
金
が
確
実
に

そ
の
意
思
実
現
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
四
三
％

が
死
後
に
お
い
て
創
業
者
自
身
な
い
し
そ
の
子
孫
が
創
業
者
の
生

涯
の
足
跡
を
社
会
貢
献
の
形
で
残
す
こ
と
で
あ
り
、
四
一
％
が
租

税
通
則
法
に
よ
る
優
遇
措
置
を
最
も
魅
力
あ
る
選
択
肢
と
し
て
公

益
財
団
を
選
択
し
た
と
回
答
し
た
。

ド
イ
ツ
財
団
協
会
に
よ
れ
ば
公
益
財
団
創
立
者
の
最
大
の
目
的

は
三
二
％
で
社
会
貢
献
で
あ
り
、
一
五
％
が
教
育
訓
練
と
芸
術
・

文
化
、
一
三
％
科
学
・
研
究
、
五
％
環
境
保
護
で
あ
る
。
私
益
目

的
の
財
団
設
立
は
五
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
様
々
な
目
的
で

あ
っ
た
（
41
）
。

別
の
調
査
に
よ
れ
ば
ド
イ
ツ
同
族
企
業
に
よ
る
公
益
財
団
の
設

立
は
以
下
の
目
的
の
解
決
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
42
）
：

よ
う
に
租
税
通
則
法
に
よ
り
公
益
財
団
の
収
入
の
三
分
の
一
は

同
族
の
妥
当
な
生
活
水
準
に
維
持
に
利
用
可
能
で
あ
る
。

⑥　

従
業
員
動
機
付
け
と
誇
り

同
族
財
団
の
従
業
員
の
動
機
付
け
が
向
上
す
る
。
彼
ら
に
同

族
利
益
の
た
め
に
働
く
の
で
は
な
く
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
公

益
財
団
を
通
じ
て
社
会
的
福
祉
の
た
め
に
貢
献
す
る
と
い
う
意

識
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
業
員
の
誇
り
の
源
泉
と

も
な
り
得
る
。

●　

限
界

二
種
の
組
織
が
必
要
と
な
る
の
で
設
立
と
管
理
が
複
雑
か
つ

費
用
を
要
す
る
。

Ⅳ　

公
益
財
団
の
設
立
動
機

ベ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
公
益
財
団
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
族
企
業
に

よ
る
公
益
財
団
設
立
動
機
は
教
育
支
援
が
最
多
で
九
二
％
、
次
い

で
従
業
員
福
利
厚
生
制
度
が
八
七
％
、
三
番
目
に
環
境
問
題
で

八
一
％
で
あ
る
。
以
下
、
健
康
、
社
会
問
題
、
科
学
研
究
、
政
治
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
国
際
、
宗
教
と
続
く
。
教
育
支
援
は
大
学
そ

八
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
三
〇
）

両
社
を
選
択
し
た
根
拠
は
大
同
族
企
業
と
し
て
の
著
名
さ
で
あ
る

が
、
財
団
統
治
が
対
極
に
あ
る
と
言
え
る
程
度
に
異
な
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
公
益
財
団
の
統
治
機
構
と
そ

の
実
効
性
が
よ
り
鮮
明
に
評
価
で
き
る
と
考
え
る
。

１�　

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社�R

obert 
B

osch S
tiftung G

m
bH

同
公
益
財
団
（
以
下
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
）
は
二
〇
〇
九
年
の

財
産
簿
価
五
二
億
五
千
万
€
（
約
六
九
〇
〇
億
円
、
二
〇
〇
九
年

ボ
ッ
シ
ュ
社
年
間
平
均
為
替
レ
ー
ト
： 

一
€
＝
￥
一
三
〇
）
を

有
す
る
ド
イ
ツ
最
大
の
公
益
財
団
で
あ
り
（
43
）
、
そ
の
同
年
公
益
活
動

支
出
額
は
六
四
〇
〇
万
€
（
約
八
億
三
千
万
円
）
に
達
す
る
。
約

一
〇
〇
人
の
職
員
が
年
間
八
〇
〇
件
の
財
団
お
よ
び
外
部
か
ら
の

活
動
案
件
を
処
理
し
て
い
る
（
44
）
。

同
公
益
財
団
に
は
二
つ
の
特
質
が
あ
る
。
第
一
に
公
益
財
団
の

法
的
形
態
が
有
限
会
社
で
あ
る
こ
と
、
第
二
が
二
重
財
団
で
あ
る

こ
と
、
で
あ
る
。

こ
の
公
益
財
団
の
前
身
で
あ
る
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社

は
一
九
二
一
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
目
的
は
公
衆
衛
生
、

病
院
経
営
、
臨
床
薬
学
、
臨
床
医
学
史
を
中
心
と
し
、
国
際
理
解
、

●　

同
族
支
配
と
企
業
独
立
性
の
永
続
化

●　

社
会
的
貢
献
と
会
社
へ
の
信
頼
性
向
上

●　

後
継
経
営
者
・
財
産
相
続
問
題
の
解
決

●　

同
族
企
業
財
産
の
相
続
分
割
に
よ
る
散
逸
防
止

●　

同
族
統
治
と
企
業
統
治
の
統
合
性
実
現

●　

創
業
者
の
偉
業
の
永
続
的
記
念

●　

創
業
者
の
経
営
理
念
・
企
業
文
化
の
堅
持

●　

同
族
の
生
活
水
準
の
維
持
、
確
保

●　

相
続
税
そ
の
他
の
節
税

そ
の
他
共
同
決
定
法
の
適
用
除
外
、
開
示
義
務
の
軽
減
、
同
族

出
資
者
の
法
的
リ
ス
ク
軽
減
（
合
資
会
社
の
場
合
）、
所
有
と
経

営
と
の
統
合
・
分
離
の
選
択
、
同
族
結
束
力
の
永
続
化
、
証
券
市

場
に
よ
る
追
加
的
資
金
調
達
な
い
し
株
式
公
開
（
上
記
の
合
資
会

社
に
お
け
る
無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
の
公
益
財
団
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

Ⅴ　

事
例

以
下
に
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
大
同
族
企
業
二
社
の
設
立
に
よ
る

公
益
財
団
に
つ
い
て
、
そ
の
統
治
構
造
の
実
態
を
比
較
分
析
す
る
。
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
三
一
）

創
業
者
ボ
ッ
シ
ュ
の
企
業
理
念

今
日
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
創
業
者
の
企
業
理
念
の
二

つ
の
柱
の
一
つ
は
企
業
の
財
務
独
立
性finanzielle U

nabhängikeit

で
あ
る
。
同
社
の
有
限
会
社
の
法
的
形
態
は
株
式
市
場
と
金
融
機

関
に
依
存
せ
ず
、
主
と
し
て
自
社
の
可
処
分
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

に
よ
り
成
長
を
遂
げ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
。
ボ
ッ
シ
ュ
は
死
去
の

四
年
前
の
三
八
年
、
遺
言
と
彼
の
後
継
者
へ
向
け
た
企
業
理
念
を

策
定
し
た
。
す
な
わ
ち
：

「
私
の
心
か
ら
の
願
望
は
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会

社
が
代
々
に
わ
た
り
可
能
な
限
り
長
期
に
持
続
し
、
い
か
な
る

時
も
そ
の
財
務
的
独
立
性
を
確
保
し
、
自
主
独
立
を
堅
持
し
、

行
動
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
（
48
）
」。

そ
し
て
社
会
的
責
任G

esellschaftliche V
erantw

ortung

を

二
つ
目
の
基
本
理
念
と
し
て
「
ボ
ッ
シ
ュ
家
の
子
孫
が
末
永
く
会

社
と
一
体
化
し
、
会
社
の
利
益
の
一
部
を
公
益
の
た
め
に
使
用
す

る
こ
と
で
あ
る
」
と
表
明
し
た
（
49
）
。

こ
れ
は
以
下
に
示
す
自
社
の
従
業
員
の
労
働
条
件
の
改
善
の
延

長
線
に
あ
っ
た
。

教
育
、
芸
術
・
文
化
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
研
究
・
教
育

に
わ
た
り
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

事
業
会
社
と
し
て
の
ボ
ッ
シ
ュ
社
は
創
業
者
ロ
ー
ベ
ル
ト
・

ボ
ッ
シ
ュ
（
一
八
六
一
～
一
九
四
二
）
に
よ
り
一
八
八
六
年
に
設

立
さ
れ
た
。
自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
に
不
可
欠
の
点
火
プ
ラ
グ
の
革

新
と
生
産
か
ら
出
発
し
て
、
自
動
車
機
器
を
中
心
と
し
て
電
動
工

具
、
家
電
、
包
装
機
器
、
産
業
技
術
な
ど
へ
多
角
化
を
進
め
今
日

に
至
る
。
有
限
会
社
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
動
車
機
器
に
お

け
る
世
界
最
大
級
の
企
業
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
世
界
従
業
員
数

二
七
万
人
、
売
上
高
約
三
八
二
億
ユ
ー
ロ
（
約
五
兆
円
）
を
計
上

し
た
（
45
）
。

以
下
に
「
ボ
ッ
シ
ュ
」
な
る
名
称
は
創
業
者
ロ
ー
ベ
ル
ト
・

ボ
ッ
シ
ュ
、
ま
た
は
同
社
の
四
種
の
利
害
関
係
者
の
総
体
を
意
味

す
る
。
こ
れ
ら
利
害
関
係
者
と
は
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
、
事
業
会

社
で
あ
る
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
（
46
）（
以
下
ボ
ッ
シ
ュ

有
限
会
社
）、
こ
の
事
業
会
社
の
最
高
意
思
決
定
機
関
・
監
督
機

関
で
あ
る
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
工
業
信
託
合
資
会
社
（
47
）（
以
下

ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
）、
そ
し
て
ボ
ッ
シ
ュ
同
族
、
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
。

八
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
三
二
）

じ
」（“V

ater B
osch ”

）
と
呼
ん
だ
（
52
）
。

彼
の
社
会
的
責
任
理
念
の
思
想
的
源
泉
は
社
会
主
義
に
あ
る
。

そ
れ
は
二
三
歳
時
の
ア
メ
リ
カ
で
の
労
働
者
と
し
て
の
経
験
に
よ

る
。
ボ
ッ
シ
ュ
は
一
八
八
四
─
五
年
約
一
年
ア
メ
リ
カ
で
働
き
、

労
働
組
合
に
加
盟
し
、
シ
カ
ゴ
地
域
に
多
い
ド
イ
ツ
系
移
民
労
働

者
が
劣
悪
な
労
働
条
件
で
働
か
さ
れ
、
そ
の
改
善
を
要
求
す
る
多

く
の
デ
モ
参
加
者
が
警
察
の
銃
弾
の
犠
牲
と
な
る
状
況
を
体
験
し

た
（
53
）
。
こ
の
一
労
働
者
と
し
て
の
過
酷
な
経
験
を
通
じ
て
彼
は
社
会

主
義
に
開
眼
し
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
婚
約
者
に
送
っ
た
手

紙
の
中
で
「
私
は
社
会
主
義
者
で
あ
る
」
と
宣
言
す
る
ま
で
信
条

と
な
っ
た
。
ボ
ッ
シ
ュ
の
従
業
員
の
目
線
か
ら
の
福
祉
政
策
と
社

会
的
責
任
理
念
は
こ
の
体
験
と
政
治
的
信
条
に
よ
り
理
解
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

第
一
次
大
戦
後
直
後
に
お
い
て
ボ
ッ
シ
ュ
は
偶
然
同
じ
集
合
住

宅
に
住
む
穏
健
改
革
派
社
会
主
義
者
で
あ
る
カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ

キ
ー
と
一
時
的
で
は
あ
る
が
家
族
的
親
交
が
あ
っ
た
。
ま
た
社
会

民
主
党
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
党
員
で
は
な
か
っ
た
が
選
挙
資
金
を
寄
付
す
る

な
ど
そ
の
支
援
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
一
二
年
同
党
幹
部
の

扇
動
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
ボ
ッ
シ
ュ
の
工
場
で
勃
発
し
、
同
党

と
の
関
係
を
清
算
し
た
。
そ
の
後
は
自
由
主
義
左
派
の
ド
イ
ツ
民

従
業
員
福
祉
政
策

ボ
ッ
シ
ュ
社
は
ク
ル
ッ
プ
、
光
学
機
器
の
ツ
ァ
イ
ス
と
並
び
、

従
業
員
福
祉
を
重
視
す
る
人
事
・
労
務
政
策
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
模

範
的
大
同
族
企
業
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
政
策
は

一
九
世
紀
に
一
般
的
な
上
か
ら
下
へ
の
一
方
的
・
温
情
的
性
格
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
従
業
員
の
自
主
独
立
を
尊
重
す
る
形
で
な

さ
れ
た
。
た
と
え
ば
創
業
者
は
従
業
員
用
の
社
宅
を
建
設
し
な

か
っ
た
理
由
を
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
従
業
員
は
労
使

関
係
に
お
い
て
（
経
営
者
に
対
す
る
）
自
由
度
を
失
う
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
（
50
）
。
他
方
で
彼
は
中
世
の
富
豪
企
業
家

フ
ッ
ガ
ー
と
同
様
に
地
域
の
住
宅
困
窮
者
の
た
め
に
は
集
合
住
宅

を
建
設
し
た
。

ボ
ッ
シ
ュ
は
一
九
〇
六
年
に
は
八
時
間
労
働
を
導
入
し
、
一
〇

年
に
は
週
五
日
制
と
有
給
休
暇
の
導
入
、
一
二
年
に
は
賃
金
が
地

域
の
精
密
機
械
産
業
の
平
均
を
六
二
・
四
％
上
回
っ
て
い
た
。

二
七
年
に
は
会
社
が
拠
出
金
を
全
額
負
担
し
、
勤
続
一
〇
年
以
上
、

四
〇
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
と
す
る
年
金
制
度
と
遺
族
年
金
制

度
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
を
快
く
思
わ
な
い
他
社
所
有
経
営
者
は

彼
を
「
赤
い
ボ
ッ
シ
ュ
」（“der rote B

osch ”

）
と
揶
揄
し
た
（
51
）
。

し
か
し
現
場
の
従
業
員
ら
は
日
常
的
会
話
で
「
ボ
ッ
シ
ュ
お
や

九
九
九



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
三
三
）

一
九
二
一
年
─
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社

戦
中
、
戦
後
の
上
記
活
動
を
通
じ
て
、
ボ
ッ
シ
ュ
は
同
族
間
の

争
い
の
可
能
性
を
排
除
し
、
企
業
の
長
期
的
持
続
と
成
功
を
確
保

す
る
た
め
の
方
策
を
模
索
し
続
け
た
。
そ
の
第
一
段
階
と
し
て

一
九
二
一
年
ボ
ッ
シ
ュ
は
将
来
の
公
益
活
動
を
も
統
合
す
る
会
社

と
し
て
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社
（
56
）
を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
今

日
の
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
の
前
身
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
戦
中

一
七
年
設
立
の
ボ
ッ
シ
ュ
株
式
会
社
の
有
限
会
社
へ
の
転
換
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
ボ
ッ
シ
ュ
は
経
営
者
保
有
の
株
式
を
買
い
戻

し
、
三
七
年
に
有
限
会
社
に
改
組
し
た
。

一
九
三
八
年
─
遺
言
策
定

既
述
の
よ
う
に
ボ
ッ
シ
ュ
は
死
去
の
四
年
前
に
彼
の
後
継
者
へ

向
け
た
基
本
方
針
の
中
で
会
社
の
永
続
性
、
財
務
的
独
立
を
強
調

し
た
。
同
時
に
ボ
ッ
シ
ュ
は
最
も
信
頼
す
る
七
人
の
同
社
経
営
者

を
遺
言
執
行
者
に
指
名
し
、
こ
れ
ら
に
遺
言
の
執
行
を
委
ね
た
。

そ
れ
に
よ
り
ボ
ッ
シ
ュ
の
死
後
、
法
定
期
間
三
〇
年
以
内
に
ロ
ー

ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
持
分
を
公
益
財
団
の
前
駆
組
織

と
し
て
の
上
記
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社
へ
譲
渡
す
べ
き
か
、

す
る
と
す
れ
ば
そ
の
期
日
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
57
）
。

主
党
Ｄ
Ｄ
Ｐ
を
支
援
し
、
同
党
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
帝

国
議
会
議
員
が
ベ
ル
リ
ン
に
設
立
し
た
政
治
学
大
学
の
校
舎
を
寄

贈
し
た
。
ナ
ウ
マ
ン
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
基
本
権
の
制

定
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
第
一
四
条
第
二
項

所
有
権
の
社
会
的
責
任
条
項
は
今
日
の
共
同
決
定
制
度
の
憲
法
上

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
（
54
）
。

公
益
・
人
道
的
活
動
の
実
践

ボ
ッ
シ
ュ
は
公
益
財
団
を
設
立
す
る
以
前
に
公
益
活
動
を
展
開

し
て
い
た
。
そ
の
最
初
の
事
業
は
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
病
院
と
結
核
療
養
所
の
建
設
で
あ
る
。
一
四
年
勃
発
の

第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
資
金
を
手
当
し
、
既
に
土
台
工
事
が
終

了
し
て
い
た
。
し
か
し
戦
争
開
始
に
よ
り
戦
後
の
二
一
年
に
完
成

し
た
。
ま
た
ボ
ッ
シ
ュ
は
ネ
ッ
カ
ー
河
運
河
の
建
設
を
地
域
経
済

発
展
の
た
め
に
よ
り
緊
急
と
考
え
、
戦
時
中
に
得
た
特
需
利
益
を

そ
の
た
め
に
投
入
し
た
。

そ
の
後
、
既
述
の
低
所
得
者
用
集
合
住
宅
、
ナ
チ
ス
時
代
に
は

ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
国
外
脱
出
資
金
の
援
助
が
秘
密
裏
に
危
険
を

冒
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
な
ど
へ

の
寄
付
金
提
供
な
ど
、
三
〇
以
上
の
公
益
事
業
を
実
現
し
た
（
55
）
。

九
九
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
三
四
）

し
か
し
議
決
権
が
理
由
な
く
無
条
件
で
他
の
法
人
に
譲
渡
さ
れ

る
こ
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
信
託
会
社
は
信
託
契
約
無
し
で
存
在

し
得
な
い
。
こ
の
信
託
契
約
に
関
す
る
ボ
ッ
シ
ュ
社
に
よ
る
会
社

の
公
表
資
料
は
調
べ
た
範
囲
で
は
皆
無
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ボ
ッ

シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社
を
委
託
者
と
し
、
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資

会
社
を
受
託
者
と
す
る
信
託
契
約
が
締
結
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ

の
信
託
契
約
に
よ
り
議
決
権
譲
渡
の
反
対
給
付
と
し
て
、
ボ
ッ

シ
ュ
信
託
合
資
会
社
が
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社
の
代
理
人

と
し
て
事
業
会
社
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
に
対
す
る
最
高
意
思
決

定
・
監
督
権
を
行
使
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
六
九
年
ボ
ッ
シ
ュ
財

産
管
理
有
限
会
社
は
そ
の
公
益
財
団
と
し
て
の
使
命
を
明
確
に
す

る
た
め
に
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社
へ
改
名

さ
れ
、
今
日
に
至
る
。
以
上
の
組
織
関
係
は
創
業
者
ボ
ッ
シ
ュ
に

よ
り
遺
言
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
六
四
年
の
財
団
設
立
以
来
変
更

さ
れ
て
い
な
い
。

ボ
ッ
シ
ュ
社
の
二
重
財
団

上
記
の
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
と
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
よ
り

構
成
さ
れ
る
二
重
財
団
は
ド
イ
ツ
で
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
二

重
財
団
の
説
明
に
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
既
述
ト
リ
ポ

四
二
年
三
月
彼
の
死
後
こ
れ
ら
遺
言
執
行
者
は
遺
産
の
管
理
業
務

を
開
始
し
、
ナ
チ
ス
の
介
入
を
回
避
し
、
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱

を
乗
り
切
っ
た
。

一
九
六
四
年
─
公
益
財
団
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社
の

設
立
─
六
九
年
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社
へ
の
改
名

戦
後
に
業
績
が
回
復
し
、
安
定
し
た
こ
の
時
期
に
今
日
の
ボ
ッ

シ
ュ
公
益
財
団
を
中
心
と
す
る
組
織
関
係
が
遺
言
執
行
者
ら
に
よ

り
確
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
今
日
の
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
資
本
金
一
二
億

ユ
ー
ロ
の
持
分
比
率
は
以
下
と
な
っ
て
い
る
：

ボ
ッ
シ
ュ
の
意
思
に
基
づ
き
遺
言
執
行
者
ら
に
よ
る
要
請
に
よ

り
、
ボ
ッ
シ
ュ
同
族
の
保
有
す
る
事
業
会
社
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社

の
持
分
は
上
記
に
よ
り
移
譲
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
六
四
年
公

益
財
団
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社
は
公
益
活
動
を
開
始
し
た
。

同
時
に
ボ
ッ
シ
ュ
財
産
管
理
有
限
会
社
は
持
分
に
付
随
す
る

九
三
％
の
議
決
権
を
新
設
の
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
へ
譲
渡
し

た
。
こ
の
結
果
上
記
の
よ
う
に
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
は
持
分

〇
・
〇
一
％
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
議
決
権
に
よ
り
ボ
ッ
シ
ュ
有
限

会
社
を
支
配
で
き
る
。

九
九
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
三
五
）

で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
代
替
財
団
形
態
が
選
択
さ
れ
た
の
か
の
説

明
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
創
業
者
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ

シ
ュ
が
公
的
監
督
機
関
に
よ
る
民
法
上
の
公
益
財
団
の
監
督
の
範

囲
と
厳
格
さ
に
つ
い
て
不
信
を
抱
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
公
益

財
団
設
立
を
遺
言
に
明
示
す
る
一
九
三
八
年
に
お
い
て
公
益
財
団

に
対
す
る
監
督
機
能
は
初
期
的
段
階
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
ボ
ッ

シ
ュ
は
慎
重
を
期
し
て
監
督
機
関
に
よ
る
認
定
と
監
督
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
有
限
会
社
法
に
よ
る
公
益
会
社
を
選
択
し
た
（
59
）
。
同
じ

理
由
に
よ
り
同
族
財
団
の
内
部
機
関
の
構
成
員
に
対
す
る
監
督
機

関
の
介
入
可
能
性
を
回
避
す
る
た
め
、
民
法
上
の
同
族
財
団
で
は

な
く
信
託
法
お
よ
び
合
資
会
社
法
が
適
用
さ
れ
る
ボ
ッ
シ
ュ
信
託

合
資
会
社
が
選
択
さ
れ
た
（
60
）
。

以
下
に
各
利
害
関
係
者
間
の
関
係
と
内
部
組
織
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

⑴　

ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
有
限
会
社

ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
は
設
立
会
社
で
あ
る
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会

社
の
資
本
の
九
二
％
を
有
し
、
こ
れ
に
相
当
す
る
配
当
収
入
が

財
団
の
活
動
資
金
と
な
る
。
し
か
し
議
決
権
は
皆
無
な
の
で
設

立
会
社
に
対
す
る
議
決
権
に
よ
る
法
的
影
響
力
は
無
い
。
す
な

ス
社
の
標
準
的
形
態
と
は
異
な
る

一
変
形
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
公
益

財
団
の
法
的
形
態
が
公
益
有
限
会

社G
em

einnützige G
m

bH

で
あ

り
、
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
は

同
族
財
団
に
相
当
す
る
と
言
え
る
。

そ
の
根
拠
は
第
一
に
ボ
ッ
シ
ュ
信

託
合
資
会
社
に
お
い
て
同
族
代
表

ク
リ
ス
ト
フ
・
ボ
ッ
シ
ュ
が
有
限

出
資
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第

二
に
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
に

譲
渡
さ
れ
た
議
決
権
は
も
と
も
と

ボ
ッ
シ
ュ
家
相
続
者
が
ボ
ッ
シ
ュ

公
益
財
団
へ
譲
渡
し
た
財
産
に
由

来
す
る
た
め
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ボ
ッ
シ
ュ
の
組
織
関

係
は
実
態
的
に
は
「
典
型
的
な

二
重
財
団
」（“eine klassische 

D
oppelstiftung （58

）”

）
と
さ
れ
る
。

次
に
な
ぜ
民
法
上
の
公
益
財
団

持分比率％ 議決権％

ボッシュ公益財団有限会社 約　92.00 0

ボ ッ シ ュ 同 族 7.99✶ 7

ボッシュ工業信託合資会社 0.01 93

合　　　計 100.00 100
資料：ボッシュ公益財団ホームページ www.bosch-stiftung.de/content/language1/html/3290.asp
✶上記ホームページによれば 7 であるが、それでは合計が 100％にならない。
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
三
六
）

わ
ち
公
益
財
団
と
し
て
の
設
立
会
社
か
ら
の
独
立
性
は
高
い
。

ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
の
九
人
よ
り
構
成
さ
れ
る
評
議
員
会

K
uratorium

の
会
長
お
よ
び
評
議
員
は
外
部
者
で
あ
る
。
し

か
し
創
業
者
の
意
思
に
従
い
ボ
ッ
シ
ュ
家
代
表
と
し
て
創
業
者

の
孫
ク
リ
ス
ト
フ
・
ボ
ッ
シ
ュ
と
他
に
一
人
の
同
族
が
委
員
と

し
て
参
画
し
て
お
り
、
創
業
者
の
意
思
の
実
現
を
監
督
で
き
る
。

⑵　

ボ
ッ
シ
ュ
工
業
信
託
合
資
会
社

ボ
ッ
シ
ュ
社
全
体
に
お
け
る
統
治
機
構
と
し
て
最
重
要
の
権

限
と
地
位
を
有
す
る
組
織
体
が
こ
の
合
資
会
社
で
あ
る
。
同
社

は
事
業
会
社
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
最
高
意
思
決
定
機
関
お
よ

び
監
督
機
関
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
は
判
で
捺
し
た
よ
う
に

「
経
営
者
的
出
資
者
機
能
」“unternehm

erische 
G

esellschafterfunktion ”

の
二
語
の
み
で
説
明
さ
れ
、
そ
れ

以
上
の
詳
細
は
調
べ
た
限
り
で
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
（
61
）
。
た
し

か
に
そ
の
構
成
員
一
〇
名
は
す
べ
て
「
出
資
者
」
で
あ
り
、
二

名
が
無
限
責
任
出
資
者
で
、
残
り
八
人
が
有
限
責
任
出
資
者
で

あ
る
。
ま
た
従
業
員
・
労
働
組
合
代
表
役
員
が
存
在
せ
ず
、
全

員
が
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
監
査
役
会
会
長
と
副
会
長
、
業
務

執
行
最
高
責
任
者
と
次
席
業
務
執
行
責
任
者
お
よ
び
実
質
的
に

注：信託契約の破線は著者による推定を示す。本文参照。
資料：www.bosch-stiftung.de/content/language1/html/389.asp その他に基づき作成。

図表 ２
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
三
七
）

以
上
に
よ
り
ボ
ッ
シ
ュ
工
業
信
託
合
資
会
社
の
意
義
は
資
本

側
代
表
お
よ
び
経
営
陣
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
状
況
に
基
づ
き
、
ボ
ッ
シ
ュ
工
業
信
託
合
資
会
社
の

特
質
、
構
成
員
、
目
的
は
以
下
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
：

①　

特
質

●　

非
公
式
の
監
査
役
会

合
資
会
社
の
法
的
形
態
を
有
す
る
が
実
態
は
一
種
の
非
公
式

監
査
役
会
で
あ
る
。

●　

共
同
決
定
法
抜
き
の
監
査
役
会

共
同
決
定
法
抜
き
の
監
査
役
会
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
従
業

員
・
労
働
組
合
代
表
一
〇
名
が
出
席
し
な
い
。
つ
ま
り
日
米
英

仏
の
単
層
型
取
締
役
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

②　

構
成
員

無
限
責
任
出
資
者
は
出
資
者
総
会
議
長
と
し
て
全
出
資
者
を

代
表
す
る
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
のS

choll

監
査
役
会
会
長
と

同
監
査
役
会T

odenhöfer

役
員
で
あ
る
。
二
人
の
前
職
は
そ

こ
れ
ら
に
よ
り
招
聘
さ
れ
た
社
外
役
員
な
の
で
「
純
経
営
者

的
」
で
あ
る
。

ボ
ッ
シ
ュ
工
業
信
託
合
資
会
社
の
存
在
理
由
を
理
解
す
る
た

め
に
は
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
が
設
立
さ
れ
た
一
九
六
四
年
に
お

い
て
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
が
五
二
年
制
定
の
経
営
組
織
法
（
62
）
に
よ

る
共
同
決
定
制
度
の
適
用
下
に
あ
っ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
監
査
役
会
の
規
模
は
資
本
金
に
よ

り
決
定
さ
れ
、
最
大
二
一
人
で
そ
の
構
成
は
資
本
側
役
員
一
四

人
、
労
働
側
役
員
七
人
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
同
社
は
こ
の
規

模
に
該
当
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

今
日
同
社
は
一
九
七
六
年
共
同
決
定
法
の
適
用
対
象
企
業
で

あ
り
、
監
査
役
会
は
資
本
側
役
員
一
〇
人
、
労
働
側
役
員
一
〇

人
、
計
二
〇
人
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
議
決
権
は
な
い
が
執
行
役

会
役
員
も
、
監
査
役
会
に
出
席
す
る
の
が
ド
イ
ツ
で
は
一
般
的

慣
行
で
あ
り
、
こ
れ
に
事
務
局
管
理
者
を
入
れ
れ
ば
総
勢
三
〇

人
近
く
の
会
議
体
と
な
る
。
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
は
非
公
開
会

社
で
あ
る
の
で
監
査
役
会
の
法
定
開
催
回
数
は
最
低
半
年
に
一

回
、
年
二
回
（
株
式
法
一
一
〇
条
三
項
、
公
開
会
社
は
各
二
回
、

計
四
回
）
と
少
な
い
。
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
に
お
け
る
開
催
回

数
は
公
開
会
社
で
な
い
の
で
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

九
九
八



政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
三
八
）

●　

適
時
・
迅
速
な
意
思
決
定
と
そ
の
実
行

従
業
員
・
労
働
組
合
代
表
が
出
席
し
な
い
一
〇
人
の
構
成
員

の
会
議
で
あ
り
、
詳
細
な
討
議
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
結
論
が

必
要
に
応
じ
て
迅
速
に
得
ら
れ
る
。
業
務
執
行
責
任
者
二
人
の

出
席
に
よ
り
決
議
は
迅
速
に
実
行
さ
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

●　

経
営
者
の
み
の
自
由
な
会
議
体

従
業
員
・
労
働
組
合
代
表
が
出
席
す
る
正
式
・
法
的
監
査
役

会
会
議
と
比
較
し
て
、
よ
り
自
由
に
経
営
者
的
観
点
か
ら
討
議

が
で
き
る
。
特
に
生
産
能
力
の
海
外
移
転
な
ど
の
従
業
員
・
労

働
組
合
代
表
が
反
対
す
る
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
も
経
営
者
の

視
点
か
ら
検
討
で
き
る
。

●　

容
易
な
会
議
開
催

必
要
に
応
じ
て
会
議
の
招
集
が
可
能
で
あ
り
、
緊
急
事
態
や

経
営
状
況
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
で
き
る
。
監
査
役
会
の
法
的

開
催
回
数
は
上
記
の
よ
う
に
少
な
く
、
こ
れ
で
は
緊
急
な
意
思

決
定
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。

れ
ぞ
れ
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
最
高
業
務
執
行
責
任
者
と
次
席

業
務
執
行
責
任
者
で
あ
る
。
他
の
八
人
は
有
限
責
任
出
資
者
で

あ
り
、
同
族
代
表
と
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
監
査
役
会
役
員
三

人
（
元
Ｕ
Ｂ
Ｓ
銀
行
頭
取
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
工
科
大
学
学
長
、

V
attennfall

社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
監
査
役
会
役
員
を
兼
務
し
な
い

外
部
出
資
者
二
人
（
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
執
行
役
会
会
長
と
流
通
大
手
の

O
tto

グ
ル
ー
プ
の
監
査
役
会
会
長
）
そ
し
て
ボ
ッ
シ
ュ
有
限

会
社
のF

ehrenbach

最
高
業
務
執
行
責
任
者
とD

ais

次
席

業
務
執
行
責
任
者
、
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
役
員
経
験
者
を
内
部
者

と
し
、
そ
れ
以
外
を
外
部
者
と
定
義
す
れ
ば
、
上
記
の
構
成
員

は
内
部
者
四
人
、
外
部
者
五
人
で
あ
る
。
同
族
代
表
を
い
ず
れ

に
す
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
外
部
者
と
し
て
扱
う
の
が
適
切

で
あ
る
。
同
族
代
表
は
公
益
財
団
の
評
議
員
会
委
員
と
し
て
事

業
会
社
の
監
査
役
会
お
よ
び
業
務
執
行
責
任
者
を
監
督
す
る
立

場
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

③　

設
立
動
機

以
上
に
よ
り
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
の
設
立
動
機
は
以
下

に
推
測
さ
れ
よ
う
。

九
九
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
三
九
）

シ
ュ
有
限
会
社
の
執
行
役
会
は
自
社
の
監
査
役
会
の
監
督
下
に
お

か
れ
、
自
社
の
監
査
役
会
は
さ
ら
に
上
記
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会

社
の
監
督
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
二
階
層
・
二

重
の
監
督
下
に
あ
る
と
言
え
る
。
監
査
役
会
役
員
に
は
既
述
の
創

業
者
の
孫
が
同
族
代
表
と
し
て
情
報
共
有
、
戦
略
的
意
思
決
定
に

参
画
し
て
い
る
。

ボ
ッ
シ
ュ
同
族
集
団　

Fam
ilie Bosch

同
族
の
詳
細
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
創
業
者
の
再
婚
に
よ

る
二
人
の
子
供R

obert B
osch Jr.

とE
va M

adelung

と
そ
の

長
男
で
あ
る
同
族
代
表
ク
リ
ス
ト
フ
を
含
む
創
業
者
の
八
人
の
孫

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
る
（
63
）
。
ク
リ
ス
ト
フ
同
族
代
表
（
64
）
は

公
益
財
団
評
議
員
会
、
工
業
信
託
合
資
会
社
、
事
業
会
社
の
監
査

役
会
の
す
べ
て
の
機
関
の
一
員
と
し
て
参
画
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

同
族
の
情
報
共
有
権
と
潜
在
的
影
響
力
は
確
保
さ
れ
る
。

創
業
者
の
既
述
の
基
本
方
針
に
従
い
、
同
族
は
事
業
会
社
に
お

け
る
約
七
％
の
議
決
権
に
よ
り
、
同
族
代
表
と
他
に
一
人
の
二
人

の
同
族
が
監
査
役
会
役
員
と
し
て
執
行
役
会
を
監
督
す
る
。
後
述

の
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
に
お
け
る
よ
う
に
同
族
が
事
業
会
社
の
監

査
役
会
や
財
団
活
動
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
。
こ
の
同
族
持
株
は
事

●　

現
場
状
況
に
基
づ
く
意
思
決
定

監
査
役
会
と
現
場
を
知
る
業
務
執
行
責
任
者
が
一
同
に
会
す

る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
に
直
結
し
た
意
思
決
定
が
可
能
で
あ
る
。

共
同
決
定
法
に
よ
る
監
査
役
会
に
お
い
て
は
執
行
役
会
役
員
に

は
議
決
権
が
な
い
。

●　

監
査
役
会
の
準
備
会
議

正
式
の
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
の
監
査
役
会
の
た
め
の
経
営
者

側
の
準
備
会
議
と
し
て
監
査
役
会
に
提
出
す
る
議
題
や
提
案
を

決
定
で
き
る
。

●　

非
同
族
出
資
者
に
よ
る
監
督
機
能

半
数
が
外
部
の
非
同
族
出
資
者
で
あ
る
の
で
、
同
族
代
表
と

共
に
事
業
会
社
の
監
査
役
会
お
よ
び
業
務
執
行
責
任
者
に
対
し

て
あ
る
程
度
の
監
督
機
能
の
発
揮
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

両
機
関
に
対
す
る
最
上
位
の
監
督
機
関
と
し
て
機
能
で
き
る
。

ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社  R

obert Bosch Gm
bH

設
立
会
社
・
事
業
会
社
と
し
て
の
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社
は
既
述

の
よ
う
に
ボ
ッ
シ
ュ
信
託
合
資
会
社
の
支
配
下
に
あ
る
。
ボ
ッ
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ル
ッ
プ
家
最
後
の
五
代
目
単
独
所
有
者
兼
最
高
経
営
者
ア
ル
フ

リ
ー
ト
（A

lfried K
rupp, 

一
九
〇
七
─
一
九
六
七
）
の
六
七
年

四
月
の
公
表
と
遺
言
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
〇
九
年
度
に
お
け
る

こ
の
公
益
財
団
の
財
産
簿
価
は
約
一
〇
億
ユ
ー
ロ
（
約
一
三
〇
〇

億
円
、
一
€
＝
一
三
〇
円
）
で
あ
り
ド
イ
ツ
で
九
位
で
あ
り
、
公

益
活
動
支
出
額
で
は
一
〇
位
以
下
で
あ
る
（
66
）
。

そ
の
設
立
過
程
は
ま
ず
ア
ル
フ
リ
ー
ト
自
身
が
単
独
で
完
全
所

有
す
る
個
人
会
社
ク
ル
ッ
プ
社
を
有
限
会
社
に
改
組
し
、
こ
れ
に

そ
の
個
人
財
産
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
ア
ル
フ

リ
ー
ト
に
は
既
述
の
当
時
三
〇
歳
に
達
し
な
い
一
人
息
子
ア
ル
ン

ト
が
い
た
。
法
定
相
続
人
で
あ
っ
た
が
後
継
者
と
な
る
意
思
も
能

力
も
有
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

ア
ル
ン
ト
と
の
遺
産
相
続
放
棄
の
交
渉
は
ア
ル
フ
リ
ー
ト
に
代

わ
り
後
述
の
ク
ル
ッ
プ
社
の
実
質
的
最
高
経
営
責
任
者
バ
イ
ツ
が

行
っ
た
。
バ
イ
ツ
は
ア
ル
ン
ト
を
年
二
〇
〇
万
マ
ル
ク
の
終
身
年

金
の
提
供
に
よ
り
相
続
権
放
棄
を
説
得
さ
せ
た
（
67
）
。
同
様
に
公
益
財

団
設
立
に
よ
り
相
続
権
を
失
っ
た
ア
ル
フ
リ
ー
ト
の
生
存
す
る
兄

弟
四
人
と
他
の
同
族
二
人
の
法
定
相
続
者
に
対
し
て
は
ク
ル
ッ
プ

有
限
会
社
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
、一
〇
〇
万
マ
ル
ク
の
補
償
金
が
無

税
（
68
）
で
支
払
わ
れ
た
。

業
会
社
の
監
査
役
会
に
お
け
る
意
思
決
定
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
と

い
う
よ
り
は
、
同
族
の
生
活
基
盤
を
確
保
し
、
創
業
者
の
経
営
理

念
・
企
業
文
化
の
継
続
性
を
監
視
す
る
た
め
の
議
決
権
と
考
え
ら

れ
る
。
事
業
会
社
に
対
す
る
影
響
力
に
つ
い
て
は
ボ
ッ
シ
ュ
信
託

合
資
会
社
が
そ
の
九
三
％
に
よ
る
議
決
権
と
社
外
役
員
の
経
験
・

能
力
に
よ
り
は
る
か
に
高
い
企
業
統
治
の
実
効
性
を
確
保
す
る
と

推
測
さ
れ
る
。

ク
リ
ス
ト
フ
同
族
代
表
は
も
の
静
か
な
性
格
で
低
い
声
で
話
し
、

経
営
上
の
意
思
決
定
に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
自
分
は
人
を
支
配
す
る
役
割
は
向
い
て
い

な
い
と
し
、
調
停
型
、
司
会
者
型
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
事
業

会
社
の
業
績
が
同
族
に
と
っ
て
満
足
す
べ
き
水
準
で
あ
る
た
め
で

あ
ろ
う
。
ボ
ッ
シ
ュ
の
同
族
代
表
に
よ
れ
ば
以
上
の
財
団
形
態
と

組
織
関
係
に
満
足
し
て
お
り
、
こ
れ
を
改
変
す
る
意
図
は
全
く
な

い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
65
）
。

２�　

ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団　

A
lfried K

rupp von B
ohlen und 

H
albach S

tiftung

ア
ル
フ
リ
ー
ト
・
ク
ル
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ー
レ
ン
・
ウ
ン

ト
・
ハ
ル
バ
ッ
ハ
公
益
財
団
（
以
下
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
）
は
ク

九
九
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
四
一
）

こ
れ
に
よ
り
事
業
会
社
の
ク
ル
ッ
プ
有
限
会
社
は
同
族
所
有
か

ら
完
全
に
分
離
さ
れ
、
公
益
財
団
に
よ
る
所
有
と
支
配
下
に
入
っ

た
。
一
九
九
二
年
同
有
限
会
社
は
ヘ
ッ
シ
ュ
社
と
の
合
併
を
自
社

株
式
で
支
払
う
た
め
に
株
式
会
社
へ
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
合
併
は

ヘ
ッ
シ
ュ
株
一
〇
に
対
し
て
ク
ル
ッ
プ
株
一
三
と
現
金
六
〇
Ｄ
Ｍ

の
条
件
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
株
主
総
会
で
賛
成
決
議
さ
れ
た
（
69
）
。

ク
ル
ッ
プ
社
は
今
日
大
手
鉄
鋼
企
業
の
一
つ
で
あ
る
が
、
戦
前

に
お
い
て
は
世
界
的
な
兵
器
・
武
器
企
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め

ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
争
責
任
の
一
端
を
問
わ

れ
、
四
八
年
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
裁
判
に
よ
り
一
二
年
の
禁
固
刑
と

全
財
産
の
没
収
が
宣
告
さ
れ
た
。
し
か
し
五
〇
年
朝
鮮
戦
争
勃
発

と
ソ
連
と
の
冷
戦
激
化
が
こ
れ
を
変
え
た
。
西
ド
イ
ツ
の
産
業
復

興
を
必
要
と
し
た
ア
メ
リ
カ
は
マ
ク
ロ
イ
高
等
弁
務
官
を
通
じ
て

五
一
年
恩
赦
に
よ
り
刑
期
以
前
に
ア
ル
フ
リ
ー
ト
を
釈
放
し
、
同

時
に
彼
の
ク
ル
ッ
プ
社
に
お
け
る
個
人
財
産
を
全
額
返
還
し
た
。

従
業
員
福
祉
の
伝
統

従
業
員
福
祉
に
対
す
る
義
務
は
最
も
重
要
な
ク
ル
ッ
プ
家
の
伝

統
理
念
で
あ
る
。

ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
五
三
年
再
び
自
己
が
完
全
所
有
す
る
個
人
会

注：図表 2 の注釈と資料を参照。

図表 ３
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し
た
罰
金
が
原
資
に
あ
て
ら
れ
た
。
五
三
年
に
は
制
度
は
よ
り
整

備
さ
れ
、
会
社
と
従
業
員
が
拠
出
金
を
折
半
す
る
「
疾
病
・
死
亡

保
険
基
金
」
に
改
名
さ
れ
、
五
五
年
に
は
全
従
業
員
の
強
制
加
入

に
よ
る
制
度
に
発
展
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合

は
遺
族
・
障
害
者
年
金
の
基
金
に
繰
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
は

強
制
拠
出
、
給
付
、
運
営
組
織
の
点
で
三
〇
年
後
ビ
ス
マ
ル
ク
政

府
が
導
入
し
た
健
康
保
険
制
度
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
（
72
）
。
五
八
年
に

は
職
員
、
作
業
員
を
対
象
に
年
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た

七
〇
年
代
に
は
病
院
、
保
養
所
が
建
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
社
員
専

用
の
低
価
格
で
豊
富
な
品
揃
へ
の
商
品
を
供
給
す
る
協
同
組
合
に

よ
る
大
規
模
店
舗
の
開
設
、
社
宅
の
提
供
、
従
業
員
へ
の
音
楽
会

な
ど
一
般
教
養
を
含
む
教
育
な
ど
に
も
及
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
福
祉
制
度
は
も
ち
ろ
ん
従
業
員
に
よ
る
会
社
へ
の
忠

誠
心
の
確
保
と
強
化
を
目
的
と
し
て
い
た
。
戦
前
の
ク
ル
ッ
プ
社

に
お
い
て
は
こ
の
従
業
員
の
忠
誠
心
に
対
し
て
は
会
社
が
忠
誠
心

で
報
い
る
と
い
う
温
情
主
義
が
強
力
な
企
業
共
同
体

B
etriebsgem

einschaft

を
形
成
し
た
。
従
業
員
は
会
社
と
一
体

化
し
「
ク
ル
ッ
プ
人
」K

ruppianer

と
自
称
す
る
ほ
ど
に
誇
り

を
持
ち
、
高
い
生
産
性
と
卓
越
し
た
技
術
革
新
を
支
え
た
。
し
か

し
そ
の
反
面
二
代
目
ア
ル
フ
レ
ー
ト
は
一
九
世
紀
後
半
よ
り
激
化

社
ク
ル
ッ
プ
社
の
最
高
経
営
責
任
者
の
地
位
に
就
任
し
た
。
首
脳

経
営
者
を
招
集
し
た
最
初
の
会
議
で
設
備
投
資
の
必
要
性
を
強
調

す
る
彼
ら
に
対
し
て
「
ま
ず
従
業
員
、
そ
の
次
が
機
械
だ
。
そ
れ

が
当
社
の
一
〇
〇
年
来
の
伝
統
だ
」
と
言
明
し
て
彼
ら
を
驚
か
せ

た
と
い
う
（
70
）
。
そ
れ
は
新
し
い
工
場
、
新
し
い
機
械
に
使
用
可
能
な

資
金
を
投
入
す
る
の
で
は
な
く
、
一
万
六
千
人
の
元
従
業
員
に
戦

後
期
間
に
未
払
い
年
金
の
支
払
義
務
を
履
行
す
る
根
拠
と
し
て
述

べ
た
の
で
あ
っ
た
。
次
い
で
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
書
面
で
首
脳
宛
に

四
代
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
た
以
下
の
基
本
理
念
を
強
調
し
た
：

「
私
の
将
来
の
経
営
方
針
と
課
題
は
雇
用
の
維
持
と
可
能
な

限
り
の
企
業
の
拡
大
、
そ
し
て
年
金
給
付
の
確
保
、
従
業
員
住

宅
の
新
築
、
ク
ル
ッ
プ
の
伝
統
で
あ
る
技
術
、
経
営
、
労
働
条

件
の
向
上
で
あ
る
（
71
）
」

ク
ル
ッ
プ
社
の
従
業
員
福
祉
制
度
の
先
駆
的
形
態
は
一
八
三
六

年
実
質
的
創
業
者
で
あ
る
弱
冠
二
四
歳
の
二
代
目
社
主
ア
ル
フ

レ
ー
ト
が
八
〇
人
の
鋳
鋼
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
た
め
に
始

め
た
任
意
加
入
に
よ
る
「
病
気
と
緊
急
時
の
場
合
の
援
助
基
金
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
就
業
規
則
違
反
者
か
ら
徴
収

九
九
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と
統
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機
構
（
吉
森
）

（
二
四
三
）

と
持
続
的
な
経
済
的
繁
栄
に
よ
り
初
め
て
公
益
活
動
の
展
開
が
可

能
に
な
る
と
言
明
し
た
（
75
）
。

ア
ル
フ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
筆
頭
株
主
と
し
て
の
公
益
財
団
こ
そ

が
設
立
会
社
で
あ
り
事
業
企
業
で
あ
る
ク
ル
ッ
プ
社
の
永
続
的
独

立
性
を
確
保
で
き
る
と
期
待
し
た
。
こ
れ
は
実
質
的
創
業
者
で
あ

る
一
八
八
七
年
死
去
の
二
代
目
ク
ル
ッ
プ
家
所
有
経
営
者
ア
ル
フ

レ
ー
ト
か
ら
ア
ル
フ
リ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、
企
業
の
運
命
と
一
体

化
し
な
い
匿
名
の
株
主
お
よ
び
大
銀
行
に
よ
る
企
業
支
配
に
対
す

る
ク
ル
ッ
プ
家
の
根
深
い
嫌
悪
と
警
戒
心
の
表
出
に
他
な
ら
な

か
っ
た
（
76
）
。

さ
ら
に
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
後
継
者
の
世
襲
制
を
も
忌
避
し
た
。

既
に
一
九
世
紀
の
二
代
目
所
有
経
営
者
ア
ル
フ
レ
ー
ド
は
同
族
が

最
高
経
営
責
任
者
を
相
続
す
る
こ
と
へ
の
限
界
を
意
識
し
て
い
た
。

同
族
か
ら
優
れ
た
経
営
者
が
輩
出
す
る
可
能
性
に
疑
問
を
抱
き
、

こ
れ
に
こ
だ
わ
れ
ば
一
代
で
会
社
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
得

る
と
憂
慮
し
て
い
た
（
77
）
。

こ
の
公
益
財
団
の
第
一
の
特
質
は
同
財
団
の
評
議
員
会
会
長
で

あ
り
、
理
事
会
会
長
を
兼
務
す
る
バ
イ
ツ
の
全
権
に
よ
る
設
立
事

業
会
社
の
支
配
で
あ
る
。
そ
の
全
権
の
正
当
性
は
バ
イ
ツ
が
筆
頭

株
主
と
し
て
の
同
財
団
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
る
こ
と
と
、
遺
言

し
た
社
会
主
義
運
動
を
警
戒
し
、
家
父
長
的
な
態
度
で
従
業
員
に

よ
る
労
働
組
合
活
動
と
従
業
員
住
宅
地
域
に
お
け
る
社
会
民
主
党

の
新
聞
購
読
者
の
解
雇
な
ど
個
人
的
生
活
に
制
限
を
加
え
た
。
違

反
者
は
即
日
住
宅
を
退
去
す
る
な
ど
の
厳
罰
を
加
え
た
（
73
）
。

ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
の
設
立

従
業
員
福
祉
の
論
理
的
延
長
が
ク
ル
ッ
プ
家
の
社
会
的
福
祉
で

あ
る
。
五
代
目
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
死
の
三
ヶ
月
前
の
六
七
年
四
月

の
恒
例
の
会
社
創
立
記
念
日
の
生
前
最
後
の
演
説
で
次
の
よ
う
に

強
調
す
る
：

「
社
会
的
福
祉G

em
einw

ohl

へ
の
義
務
は
ク
ル
ッ
プ
家
の

伝
統
で
あ
る
」

「
利
益
は
重
要
で
は
あ
る
。
し
か
し
個
人
的
所
有
権E

igentum

の
使
命
で
あ
る
社
会
的
責
任sozialeV

erantw
ortung

か
ら

決
し
て
切
り
離
し
て
は
な
ら
な
い
（
74
）
」。

同
時
に
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
「
社
会
的
貢
献
は
経
済
的
利
益
を
必

要
と
す
る
」
と
強
調
し
、
資
金
の
な
い
財
団
も
収
益
の
な
い
企
業

も
無
用
の
長
物
で
あ
り
、
設
立
会
社
ク
ル
ッ
プ
社
の
独
立
性
維
持

九
九
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四
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原
案
に
同
族
に
も
経
営
活
動
に
参
画
す
る
機
会
を
与
え
る
条
項
を

追
加
し
た
が
、
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
鉛
筆
を
取
り
上
げ
削
除
し
た
と

主
張
す
る
。
こ
の
主
張
は
他
の
遺
言
執
行
者
で
あ
る
現
評
議
会
委

員M
ikat

も
支
持
し
て
い
る
（
79
）
。
こ
れ
に
対
し
二
人
の
同
族
が
九
七

年
財
団
評
議
員
会
へ
の
三
人
の
同
族
代
表
の
選
任
を
認
め
る
よ
う

遺
言
の
変
更
を
求
め
た
訴
訟
で
連
邦
憲
法
裁
判
所（
日
本
の
最
高
裁

判
所
に
相
当
）ま
で
争
わ
れ
た
が
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
末
に
敗
訴
し

た
（
80
）
。
バ
イ
ツ
は
自
分
は
遺
言
執
行
者T

estam
entsvollstrecker

で
あ
り
、
遺
言
変
更
人T

estam
entsveränderer

で
は
な
い
と

述
べ
た
（
81
）
。

専
門
経
営
者
へ
の
全
権
移
譲

バ
イ
ツ
は
非
同
族
で
あ
り
な
が
ら
二
〇
一
一
年
九
月
に
九
八
歳

に
達
す
る
今
日
に
至
る
ま
で
、
往
時
の
ク
ル
ッ
プ
家
父
長
の
如
く

ほ
と
ん
ど
単
独
で
重
要
な
意
思
決
定
を
行
い
ク
ル
ッ
プ
社
の
「
最

後
の
家
父
長
経
営
者
」“der letzte P

atriarch ”

を
自
他
共
に
認

め
て
き
た
（
82
）
。

同
社
は
そ
の
後
ヘ
ッ
シ
ュ
、
チ
ュ
ッ
セ
ン
と
合
併
し
、
チ
ュ
ッ

セ
ン
ク
ル
ッ
プ
社
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
筆
頭
株
主

と
し
て
の
ク
ル
ッ
プ
財
団
の
同
社
へ
の
持
株
比
率
は
二
〇
％
台
ま

執
行
者
代
表
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
意
味
で
こ
の
公
益
財
団

は
既
述
の
企
業
支
配
型
公
益
財
団
の
典
型
的
と
言
え
る
事
例
で
あ

る
。
第
二
は
公
益
財
団
か
ら
の
同
族
の
意
図
的
排
除
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
ア
ル
フ
リ
ー
ト
の
意
思
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。

ク
ル
ッ
プ
同
族
の
排
除

上
記
演
説
の
後
ア
ル
フ
リ
ー
ト
の
死
去
に
よ
り
、
遺
言
は
彼
が

全
幅
の
信
頼
を
お
い
て
い
た
包
括
的
代
理
権
者

G
eneralbevollm

ächtigter

か
つ
遺
言
執
行
者
で
あ
り
、
非
同
族

の
専
門
的
経
営
者
で
あ
る
上
述
の
ベ
ア
ト
ル
ト
・
バ
イ
ツ

（B
erthold B

eitz, 

一
九
一
三
～
）
に
よ
り
執
行
さ
れ
、
六
七
年

一
一
月
に
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
が
認
定
さ
れ
た
。
財
団
活
動
と
ク

ル
ッ
プ
社
の
永
続
性
確
保
を
中
核
理
念
と
す
る
創
立
者
の
意
思
実

現
の
全
責
任
・
権
限
が
遺
言
執
行
者
と
し
て
の
バ
イ
ツ
に
課
せ
ら

れ
た
。

遺
言
に
よ
り
同
族
は
財
団
機
関
へ
の
参
加
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。

今
日
に
お
い
て
も
財
団
の
評
議
員
会
、
理
事
会
に
は
同
族
は
皆
無

で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
事
業
会
社
ク
ル
ッ
プ
社
お
よ
び
そ
の
後
の

チ
ュ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
社
の
経
営
管
理
職
へ
の
同
族
の
就
任
も
ア

ル
フ
リ
ー
ト
の
希
望
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
78
）
。
バ
イ
ツ
は
遺
言

九
九
九



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
四
五
）

へ
の
支
配
力
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
公
益
財
団
は
筆

頭
株
主
と
し
て
評
議
員
会
役
員
の
中
か
ら
二
人
を
同
社
の
監
査
役

会
役
員
と
し
て
選
出
し
て
い
た
。
バ
イ
ツ
は
こ
れ
を
株
主
総
会
の

承
認
な
し
で
三
人
に
増
員
す
る
権
限
を
株
主
総
会
で
求
め
た
。
こ

れ
は
承
認
さ
れ
た
が
、
一
部
の
株
主
が
こ
れ
を
不
服
と
し
て
訴
え
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
ま
で
争
わ
れ
た
が
合
憲
と
さ
れ
会
社
の
勝
訴
に

終
わ
っ
た
（
84
）
。
こ
の
背
景
に
は
バ
イ
ツ
の
退
任
を
前
提
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
彼
自
身
の
強
烈
な
カ
リ
ス
マ
的
経
営
者
に
よ
る
企
業
支

配
か
ら
、
複
数
の
財
団
首
脳
に
よ
る
制
度
的
支
配
へ
の
確
立
へ
の

方
針
転
換
が
推
察
さ
れ
る
。

公
益
財
団
と
事
業
会
社
間
の
利
益
相
反
関
係

こ
の
よ
う
な
公
益
財
団
に
よ
る
事
業
会
社
の
支
配
は
既
述
の
よ

う
に
ア
ル
フ
リ
ー
ト
の
方
針
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
両
者
は
「
ナ

イ
フ
の
刃
と
柄
の
よ
う
に
一
心
同
体
」
で
あ
り
（
85
）
、
会
社
の
経
営
が

適
切
で
あ
れ
ば
そ
の
配
当
に
よ
り
初
め
て
公
益
財
団
に
よ
る
活
動

は
可
能
で
あ
り
、
逆
に
公
益
活
動
に
よ
り
会
社
の
社
会
的
正
当
性

が
是
認
さ
れ
る
と
の
信
条
に
よ
る
。

し
か
し
そ
の
限
界
と
し
て
以
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は

チ
ュ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
社
の
増
資
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な

で
希
釈
さ
れ
た
。
〇
六
年
バ
イ
ツ
は
一
部
株
主
の
抗
議
に
は
目
も

く
れ
ず
阻
止
議
決
権
を
確
保
す
る
二
五
・
一
％
ま
で
出
資
比
率
を

高
め
、
チ
ュ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
が
敵
対
的
買
収
の
標
的
に
な
る
事

態
に
備
え
た
。

バ
イ
ツ
は
公
益
財
団
の
評
議
員
会
会
長
で
あ
る
が
理
事
会
長
を

も
兼
任
し
、
二
人
の
専
従
管
理
職
員
と
共
に
自
ら
一
定
額
以
上
の

す
べ
て
の
公
益
活
動
支
援
申
請
案
の
採
否
を
最
終
的
に
決
定
す
る
。

さ
ら
に
チ
ュ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
社
の
監
査
役
会
名
誉
会
長
と
し

て
、
同
社
の
監
査
役
会
人
事
お
よ
び
戦
略
的
意
思
決
定
に
お
い
て

も
名
誉
職
の
常
識
的
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
る
影
響
力
を
行
使
し

て
き
た
。
ク
ロ
メ
監
査
役
会
会
長
は
任
期
終
了
と
な
る
シ
ュ
ル
ツ

執
行
役
会
会
長
の
後
継
者
に
長
年
の
同
僚
を
推
薦
す
る
意
向
を
有

し
て
い
た
。
し
か
し
バ
イ
ツ
は
円
滑
に
機
能
し
て
い
る
経
営
者

チ
ー
ム
を
変
え
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
同
執
行
役
会
会
長
の
任

期
を
二
年
延
長
さ
せ
た
、
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
83
）
。
同
社
の
監
査
役

会
、
執
行
役
会
の
役
員
は
バ
イ
ツ
の
心
中
を
熟
知
し
て
お
り
、
す

べ
て
の
重
要
事
項
の
検
討
は
ま
ず
同
氏
へ
の
事
前
打
診
か
ら
始
ま

る
こ
と
が
慣
習
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
彼
が
同
意
し
そ
う
も
な

い
案
件
は
そ
も
そ
も
提
案
さ
れ
な
い
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

〇
九
年
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
に
よ
る
チ
ュ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
社

九
九
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四
六
）

に
解
決
す
る
か
が
バ
イ
ツ
退
任
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
一
九
世
紀
的
と
も
言
え
る
企
業
統
治
に
も
関
わ
ら

ず
、
バ
イ
ツ
の
上
述
の
絶
大
な
権
限
が
正
当
性
を
得
て
い
る
根
拠

は
五
代
目
所
有
経
営
者
ア
ル
フ
リ
ー
ト
の
意
思
へ
の
忠
実
な
献
身

に
他
な
ら
な
い
。
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
戦
犯
と
し
て
四
五
年
四
月
米

軍
に
よ
る
逮
捕
以
降
五
一
年
二
月
の
釈
放
ま
で
六
年
間
の
禁
固
刑

服
役
、
喫
煙
に
よ
る
健
康
問
題
、
二
回
の
結
婚
失
敗
な
ど
に
よ
り

会
社
経
営
へ
の
意
欲
を
次
第
に
失
い
、
そ
の
全
権
限
を
バ
イ
ツ
に

移
譲
す
る
に
至
っ
た
。

バ
イ
ツ
は
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ
る
ク
ル
ッ

プ
の
解
体
を
回
避
し
、
六
〇
年
代
に
破
綻
寸
前
に
陥
っ
た
同
社
を

再
建
さ
せ
、
六
代
目
の
法
的
相
続
人
の
一
人
息
子
ア
ル
ン
ト
に
よ

る
推
定
五
〇
億
マ
ル
ク
の
遺
産
相
続
権
を
既
述
の
終
身
年
金
に
よ

り
放
棄
さ
せ
、
ク
ル
ッ
プ
の
二
倍
の
企
業
規
模
の
チ
ュ
ッ
セ
ン
と

の
合
併
を
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
合
併
後
の
旧
経
営
者
間
の
企
業
文

化
を
め
ぐ
る
抗
争
に
お
い
て
ク
ル
ッ
プ
家
の
伝
統
的
文
化
を
定
着

さ
せ
る
な
ど
、
新
会
社
の
発
展
に
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
。

チ
ュ
ッ
セ
ン
出
身
の
現
最
高
経
営
責
任
者
は
ク
ル
ッ
プ
出
身
者
よ

り
も
ク
ル
ッ
プ
的
と
さ
れ
る
。
ま
た
戦
時
中
の
二
五
〇
人
の
ユ
ダ

わ
ち
増
資
を
す
れ
ば
財
団
も
持
株
比
率
の
希
釈
化
を
防
ぐ
た
め
、

こ
れ
に
追
従
し
、
増
資
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
財
団
に
は
資

金
は
な
い
。
結
果
と
し
て
チ
ュ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
社
の
持
続
的
成

長
が
困
難
と
な
る
と
危
惧
さ
れ
る
。
ま
た
財
団
中
心
の
バ
イ
ツ
の

経
営
方
針
は
財
団
へ
の
配
当
を
優
先
す
る
結
果
チ
ュ
ッ
セ
ン
ク

ル
ッ
プ
社
の
内
部
留
保
の
積
増
し
不
足
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
（
86
）
。

財
団
統
治
の
課
題

財
団
統
治
の
視
点
か
ら
の
問
題
も
深
刻
で
あ
る
。
第
一
に
既
述

の
よ
う
に
バ
イ
ツ
が
評
議
員
会
と
理
事
会
の
両
機
関
の
会
長
を
兼

務
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
評
議
員
会
は
理
事
会
構
成
員
の
選
任
、

解
任
、
監
督
権
を
有
す
る
が
、
双
方
の
会
長
を
兼
務
す
る
こ
と
は

自
ら
を
選
任
し
、
自
ら
を
監
督
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
利
益
相
反

関
係
は
明
白
で
あ
る
。
第
二
に
財
団
の
最
高
責
任
者
が
チ
ュ
ッ
セ

ン
ク
ル
ッ
プ
社
の
名
誉
会
長
と
し
て
同
社
の
監
査
役
会
お
よ
び
執

行
役
会
の
人
事
に
も
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
こ
と
も
問
題
で
あ

る
。
公
益
財
団
と
企
業
と
の
目
的
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ク
ロ
メ
監
査
役
会
会
長
は
ド
イ
ツ
政
府
が
主
導
し
た
ク
ロ
メ
委

員
会
の
委
員
長
と
し
て
ド
イ
ツ
の
企
業
統
治
改
善
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
経
営
者
で
あ
る
。
彼
は
自
社
の
上
記
の
問
題
を
い
か

九
九
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統
治
機
構
（
吉
森
）

（
二
四
七
）

ヤ
人
救
済
、
戦
後
に
お
け
る
ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
な
ど
と

の
経
済
外
交
の
再
開
、
イ
ラ
ン
の
石
油
マ
ネ
ー
の
導
入
な
ど
に
お

け
る
国
家
経
済
に
対
す
る
貢
献
も
大
き
く
、
単
な
る
企
業
経
営
者

を
超
え
る
社
会
的
・
国
家
的
威
信
に
浴
し
て
き
た
（
87
）
。

バ
イ
ツ
後
の
財
団

上
記
の
バ
イ
ツ
へ
の
例
外
的
権
力
集
中
を
可
能
に
し
た
最
大
の

要
因
は
一
世
紀
半
に
わ
た
る
ク
ル
ッ
プ
家
の
社
会
貢
献
と
従
業
員

福
祉
を
中
心
と
す
る
社
会
的
責
任
の
理
念
に
あ
る
。
ま
た
数
回
の

戦
争
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
国
民
と
苦
楽
を
共
に
し
た
同
社
の
歴
史
に

よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
こ
こ
に
同
社
が
単
な
る
大
同
族
企
業
を

超
え
た
ド
イ
ツ
社
会
の
歴
史
的
共
有
制
度
と
し
て
是
認
さ
れ
る
理

由
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

バ
イ
ツ
は
ド
イ
ツ
産
業
の
最
後
の
伝
統
的
な
家
父
長
的
所
有
経

営
者
（H

err im
 H

ause

）
と
さ
れ
る
。
既
述
の
公
益
財
団
に
よ

る
チ
ュ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
社
へ
の
制
度
的
支
配
力
強
化
、
評
議
員

会
副
会
長
に
同
社
監
査
役
会
ク
ロ
メ
会
長
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
は

彼
の
引
退
が
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

注：持株比率は 2010 年 9 月 30 日時点。株主持株の中には自社株 9.74％を含む。
資料：www.Tyssenkrupp.com/de/investor/Aktionnärsstruktur.html;
　　　Satzung der TyssenKrupp AG vom 5. Februar 2010; www.krupp-stiftung.de, その他に

基づき作成。

図表 ４
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十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
四
八
）

の
知
名
度
と
信
用
度
を
高
め
、
有
能
な
人
材
を
採
用
し
、
従
業
員

に
誇
り
を
も
た
せ
る
究
極
的
手
段
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
日
本
に
お
い
て
も
公
益
財
団
の
設
立
が
上
場
に
代
わ
る

選
択
肢
と
し
て
検
討
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
た
よ
う
で
あ
る
。
公

益
法
人
に
関
す
る
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
日
本
で
も
そ
の
環
境

は
整
い
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
経
営
者
の
責
任
と
し
て
法
的
責
任
、

経
済
的
責
任
の
上
位
に
あ
る
社
会
的
・
倫
理
的
責
任
が
期
待
さ
れ

る
時
代
で
も
あ
る
。

２　

公
開
企
業
に
と
っ
て
の
公
益
財
団
の
意
義

し
か
し
す
べ
て
の
非
公
開
企
業
が
ボ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
非
上
場

を
維
持
し
、
公
益
財
団
を
設
立
必
要
は
な
い
し
、
可
能
で
も
な
い
。

株
式
公
開
第
一
の
利
点
は
大
規
模
な
資
本
を
短
期
間
で
調
達
す
る

機
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
巨
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る
原
材
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
先
端
産
業
な
ど
で
必
須
で
あ
る
。
出
光
興
産
が
長
年

の
非
上
場
企
業
か
ら
脱
却
し
て
株
式
公
開
に
踏
み
切
っ
た
の
は
こ

の
た
め
で
あ
る
。

第
二
の
利
点
は
買
収
通
貨
と
し
て
自
社
株
式
に
よ
り
他
社
を
株

式
交
換
の
形
で
買
収
出
来
る
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う

に
ク
ル
ッ
プ
社
が
九
二
年
に
有
限
会
社
を
株
式
会
社
へ
改
組
し
た

結
論

１　

非
公
開
企
業
に
と
っ
て
の
公
益
財
団
設
立
の
意
義

日
本
企
業
に
と
っ
て
の
ボ
ッ
シ
ュ
の
教
訓
は
、
創
業
者
の
「
会

社
の
独
立
性
」
維
持
を
企
業
理
念
と
し
て
、
上
場
に
よ
ら
ず
に
有

限
会
社
と
し
て
非
公
開
を
堅
持
し
つ
つ
世
界
的
知
名
度
と
信
頼
性
、

そ
し
て
ド
イ
ツ
最
大
の
公
益
財
団
と
し
て
の
社
会
的
尊
敬
を
確
立

し
た
点
に
あ
る
。

そ
の
成
功
要
因
は
収
益
性
の
高
い
製
品
・
技
術
革
新
能
力
、
非

公
開
に
よ
る
上
場
費
用
と
上
場
維
持
費
用
の
回
避
、
社
債
・
銀
行

融
資
な
ど
他
人
資
本
に
よ
る
資
金
調
達
と
資
本
費
用
の
低
減
、
そ

し
て
株
主
の
短
期
的
利
益
に
対
す
る
圧
力
や
敵
対
的
買
収
か
ら
の

絶
縁
で
あ
る
。
最
後
に
こ
れ
ら
す
べ
て
を
可
能
に
す
る
高
度
な
従

業
員
福
祉
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
日
本
の
中
小
同
族
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
所

有
経
営
者
は
株
式
公
開
を
目
標
に
経
営
し
て
き
た
。
上
場
こ
そ
は

起
業
家
の
成
功
の
社
会
的
証
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
上
場
初
日
に

新
聞
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
る
社
長
の
誇
ら
し
い
挨
拶
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
新
規
公
開
は
大
規
模
な
資
金
調
達
を
可
能
に
す
る
の
み

な
ら
ず
、
起
業
家
に
は
大
き
な
創
業
者
利
潤
を
も
た
ら
し
、
会
社

九
九
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な
防
衛
対
策
と
な
り
得
る
。

３　

従
業
員
福
祉
が
社
会
貢
献
の
前
提
条
件

本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
つ
の
事
例
に
共
通
す
る
特
質
は
設
立
会

社
に
お
け
る
従
業
員
福
祉
が
最
初
に
実
現
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
従

業
員
と
企
業
と
の
一
体
化
が
実
現
し
、
こ
れ
が
生
産
性
の
改
善
を

通
じ
て
業
績
向
上
が
実
現
し
、
世
界
的
大
企
業
に
成
長
し
、
公
益

財
団
設
立
に
結
実
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
公
益
財

団
は
そ
の
設
立
会
社
の
従
業
員
福
祉
の
自
然
な
延
長
の
帰
結
と
し

て
実
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
従
業
員
を
過
労
死
な
ど
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
あ

る
い
は
偽
装
な
ど
不
正
行
動
を
し
な
が
ら
公
益
財
団
を
設
立
す
る

こ
と
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
経
営
者
は

偽
善
的
と
判
断
さ
れ
、
何
も
し
な
い
場
合
よ
り
信
頼
性
を
大
き
く

失
う
。

従
業
員
福
祉
の
充
実
し
て
い
る
企
業
の
従
業
員
は
企
業
を
誇
り

と
考
え
る
。
ボ
ッ
シ
ュ
社
は
二
年
ご
と
に
世
界
の
従
業
員
を
対
象

に
満
足
度
調
査
を
行
う
が
二
〇
〇
七
年
度
二
二
万
三
千
人
に
つ
い

て
の
調
査
に
よ
れ
ば
回
答
率
八
三
％
で
、「
ボ
ッ
シ
ュ
社
で
働
く

こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
に
「
全
く
そ
う
思
う
」
が
四
〇
％
、「
そ

目
的
は
同
業
の
ヘ
ッ
シ
ュ
社
と
の
合
併
を
一
部
株
式
交
換
に
よ
り

実
施
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
企
業
で
は
な
い
が
同
族
企

業
〇
六
年
ミ
タ
ル
社
も
一
部
株
式
交
換
に
よ
り
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
社

を
買
収
し
た
。

第
三
の
利
点
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
代
表
さ
れ
る
新
興
企
業
に
お

け
る
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
人
材
の
獲
得
と
動
機
付
け
で

あ
る
。
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
成
功
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
Ｉ

Ｔ
産
業
の
新
興
企
業
は
新
規
公
開
に
よ
り
従
業
員
と
経
営
者
に
多

額
の
収
益
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
も
自
社
が
上
場
後
に
敵
対
的
買
収
の
標

的
に
な
ら
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ボ
ッ
シ
ュ
社
と
は
異
な
り

ク
ル
ッ
プ
社
は
公
開
企
業
で
あ
る
。
し
か
し
ク
ル
ッ
プ
社
の
株
式

の
二
五
・
一
％
は
既
述
の
よ
う
に
同
社
が
設
立
し
た
ク
ル
ッ
プ
財

団
が
所
有
す
る
。
営
利
企
業
が
公
益
企
業
を
買
収
す
る
こ
と
は
ド

イ
ツ
に
お
い
て
も
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ク
ル
ッ
プ
社
の

敵
対
的
買
収
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
し
ク
ル
ッ
プ
社
と
同
様
に
世

界
二
番
手
の
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
社
が
こ
の
よ
う
な
措
置
を
取
っ
て
い

た
な
ら
ば
、
〇
六
年
世
界
最
大
の
鉄
鋼
企
業
ミ
タ
ル
社
の
軍
門
に

下
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
公
益
財
団
は
設
立
会
社
の
株

式
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
り
敵
対
的
買
収
に
対
す
る
極
め
て
強
固
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九
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公
益
財
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の
設
立
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意
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企
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の
所
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経
営
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の
よ
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